


[image: ]








[image: ]









危険な執着愛 ～イケメン雀士と住み込み家政婦～









［著］こいなだ陽日

［画］時瀬こん　　











目次






１






２






３






４






５










１











　筒井つつい花雪かゆきはパンパンにふくらんだトートバッグを肩から提げ、ミニサイズの花束を片手に持ちながら駅へと急ぐ。

　花雪は今日、新卒で入社してから四年ほど勤めた不動産会社を辞めた。今日が最終出勤日なので、同僚からの寄せ書きの色紙や餞別の品、花束でかなりの大荷物となっている。いつもの通勤鞄ではなく大きめのトートバッグを持ってきて正解だったと花雪は思った。

　大好きなバンドの解散ライブで買ったそのバッグにはロゴが印刷されており、同じデザインの大きな缶バッチもついている。価格は七千円。トートバッグにしては高めの値段だったが、デザインが気に入ったので保存用と普段使い用にふたつ購入した。とはいえ、勿体なくてなかなか使えずにいた。

　しかし、今日は退職の日である。

　仕事は好きだったけれど、どうしようもない事情があり退職するしかなかった。正直なところ、自分を悩ませていた問題から解放されるのは嬉しいが、次の職が決まっていない心細さもある。喜びと不安が心の中でせめぎ合い、せめて気分だけでも上げていきたいと、秘蔵のトートバッグを使うことにしたのだ。

　朝はうきうきしながら持ってきたが、沢山の荷物を詰めたせいでロゴが若干ゆがんでいる。せっかく格好いいデザインなのに残念だが、大好きなバンドのグッズを持って歩くというだけで気分は晴れやかだった。足取りも軽く、ついバンドの曲を口ずさんでしまう。

　だから、自分がすれ違おうとしている人たちが、いつもなら決して近づこうとはしないタイプの集団であることに、花雪は気付かなかった。花束の花びらが落ちそうなのが気になって、手元ばかり気にしていたというのもある。

　その集団とすれ違う瞬間、トートバッグが誰かにぶつかった。

「痛っ」

　その声と共に金属が地面に落ちる音がする。トートバッグについていた缶バッチがアスファルトの上で転がっていた。

　荷物を入れすぎたせいで、缶バッチの角度がずれてピンの接触がゆるくなっていたらしい。ぶつかった拍子にピンが外れてしまったのだろう。

　花雪のすぐ側で男が手を押さえていた。その指先には赤い血が流れている。缶バッチのピンが外れた際、相手に刺さってしまったようだ。

「大丈夫ですか！」

　花雪は慌てて男に声をかける。

　二十代後半に見えるその男はダークネイビーのスーツを着て、縁なしの眼鏡をかけていた。切れ長の一重の瞳を細めながら、己の指先を眺めている。彼の肌は白く、流れる血の赤さが余計に目立っていた。

「これが刺さったのか」

　低い声が頭上から聞こえてくる。声がしたほうを向くと、金髪の男が革靴で缶バッチを踏みつけていた。

　彼はストライプの入った白いスーツ姿だ。白いスーツなんて普通のサラリーマンは着ない。しかし、彼の風貌はホストにも見えなかった。

　金髪の男は花雪を睨みつけてくる。

「わざとか？」

「……っ！」

　鋭い視線を向けられて戦慄が体をかけめぐる。見られただけでこんなにも恐怖を感じるのは、初めての経験だった。ひゅっ、と喉が鳴る。

　気がつけば、花雪は強面の男たちに囲まれていた。その威圧感から、彼らが堅気の人間ではないことを悟る。おそらくヤクザだろう。金髪の男が一番偉そうで、強面の男たちは彼の取り巻きに見える。

　花雪はとんでもない人を傷つけてしまったようだ。

「す、すみません！　わざとじゃありません！」

　花雪は素直に頭を下げた。

「治療費は払います。そんなに手持ちはないのですが、今出せるぶんだけでも……」

　針が指に刺さったくらいで病院に行くかどうかはわからないが、花雪はトートバッグから財布を取り出そうとした。

　財布の中には確か、現金三万円程度は入っているはずだ。治療費としては十分な額に思えた。退職したばかりで次の職も決まっていない花雪にとっては大金だが、三万円でこの場が収まるのなら安いと思う。

　しかし、いざ財布を取り出すと金髪の男が声を荒らげた。

「治療費だけじゃ済まねえよ。今日はな、コイツの指を使った大事な勝負が入ってたんだ。負けたらどうしてくれる？」

「しょ、勝負……？」

　花雪は傷つけてしまった男を見た。彼はハンカチで血を拭っている。

　金髪の男も、周囲の取り巻きたちも花雪を威圧するように睨んでいたが、怪我をさせてしまった男は淡々としていた。怒ることもなく静かに口を開く。

「なあ、昇平しょうへい。俺が勝てば問題ないだろう？　戦う前から負けると言われると気分が悪い」

　驚くことに、彼はこの中で一番偉そうな金髪の男に対して敬語を使っていなかった。

　昇平と呼ばれた金髪の男は眉間に皺を寄せる。

「勝負だけじゃねえ。俺のスーツもお前の血で汚れた」

　昇平はスーツの袖を見せた。その真っ白なスーツには赤い血が滲んでいる。とんでもなく高そうなスーツを汚してしまった花雪は目眩がした。しかし、傷つけてしまった男は表情を変えずに言う。

「お前、いつもスーツを汚すじゃないか」

「だからといって、知らない女に優しくする義理はねえよ」

　彼の言うことはもっともだ。花雪は声を振り絞って言葉を紡ぎ出す。

「申し訳ございません。そのスーツは、いくらくらいするのでしょうか……？　貯金が百万円ほどあります。それで足りなければ、生命保険を解約してでも払います」

　お金で解決するなら、それが一番いい方法だと花雪は判断した。包み隠さず、自分の貯金額を伝える。

　覚悟を決めて顔を上げた花雪を見て、昇平は片眉を上げた。

「ふぅん……」

　彼はじろじろと花雪のことを上から下まで見る。そして、彼の取り巻きのひとりに命令した。

「この女の荷物を調べろ」

「はい！」

　体育会系のような返事をして取り巻きが花雪のトートバッグを取り上げる。

　往来の真ん中だが、通行人たちは花雪を横目で見ながら通り過ぎていった。

　一般人がヤクザに絡まれている光景だが、加害者は花雪であり、彼らは被害者である。先ほどのやりとりを見ていたのなら、誰も花雪を助けようとは思わないだろう。

　取り巻きがトートバッグを開き、まずは寄せ書きの色紙を取り出す。色紙の中央には「筒井さん、お疲れ様でした」と書かれており、その周囲に花雪をねぎらうメッセージが綴られていた。

　男たちが色紙を覗きこむ。

「ん？　お前、退職したのか？」

　昇平に訊ねられて、花雪は素直に答える。

「は、はい。今日、仕事を辞めました」

「ちなみに、どこで働いていた？」

「藪月不動産です」

「……なに？」

　会社名を告げると昇平が眉をひそめた。その様子から、花雪の勤めていた会社を知っているように見える。

「ふーん、なるほど」

　花雪の荷物があさられて財布の中まで見られる。しかし、現金が数えられることはなかった。どうやら、免許証の名義と色紙に書かれている名前が一致しているかを確かめていたようだ。

「筒井、か……」

　怪我をした男がぽつりと呟く。

「ピンズの大物手おおものてが入りそうだ」

　花雪には彼の言っている言葉がわからなかった。「ピンズ」や「大物手」と聞こえた気がするが、どういう意味だろうか？

「はあ？　スズメはすぐに験を担ぐからなぁ……」

　昇平が呆れ顔を浮かべる。怪我をした男はスズメというらしい。名字なのか名前なのか渾名なのかわからないが、変わった名前だと花雪は思った。

「とりあえず、目立ちすぎるからもう行こう。……あ、筒井さん。君も一緒についてくるんだよ？」

「えっ……」

　花雪の足がすくむ。

　怪我をさせ、スーツを汚してしまったのは花雪に非があるから、もちろん弁償はしなければならない。しかし、お金で済むならともかく、どう見てもヤクザである彼らについていくのは憚られた。

「お金はちゃんと払います！　足りないようなら、分割で返しますから、一緒に行くのだけは……」

「そういう問題じゃないよ」

　スズメは血のついた指先を花雪の目の前に差し出してきた。

「俺はこれからこの手を使った大切な勝負がある。この手に今日の勝敗がかかっているから、治療費だけじゃ済まないんだ」

「……っ。じゃあ、私はどうすれば……」

「俺は君の名字に縁を感じた。もし俺が勝ったら、治療費もスーツ代もいらないよ。昇平、それでいいだろう？」

　スズメの問いかけに昇平が頷く。

「ああ、いいぜ。お前の取り分から出すなら構わない」

「だってさ。大人しくついてくるほうが君のためだよ？」

　強面の男たちは花雪を取り囲んだままで逃げられそうにない。彼の言う通り、同行するしか選択肢はなさそうだ。

「大丈夫、俺が勝てばいいんだから。そしたら君はあいつの高いスーツを弁償する必要もないんだ」

　スズメは穏やかな声で話しかけてくるが、その奥底には有無を言わさぬ迫力がある。花雪は震える声で「はい」と返事をするしかない。

　彼が負けたらどうなるのかは怖くて聞けず、花雪は大人しく彼らに連れて行かれた。
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　一行が向かったのは、花雪がスズメと呼ばれていた男とぶつかった場所から徒歩五分ほどの場所にある高級マンションだった。エントランスにはコンシェルジュまでおり、昇平たちを見ると深々と頭を下げる。不動産会社に勤めていた花雪だが、ここまで高級な物件は取り扱っていなかったため、思わず緊張してしまった。

　エレベーターに乗り最上階へと移動する。

　そこにはワンフロアをまるまる使った一部屋しかなかった。昇平自らがインターホンを押してカメラに顔を写すと、オートロックの扉が開く。

　一般的な部屋のような玄関などなく、昇平たちは土足のまま中に入っていく。花雪も大人しくあとに続いた。細い廊下をしばらく進むとひらけた場所に出る。

「……っ！」

　壁は一面ガラス張りで綺麗な夜景が見えた。天井にはシャンデリアがぶら下がっていて、きらきらと目が眩む。豪華すぎる内装はまるで結婚式場のようだ。

　フロアには沢山の椅子とテーブルが置かれている。ドレスアップした男女が思い思いの場所に座りお酒を飲んでいた。通勤着の花雪は場違いに感じてしまう。

　――そして、フロアの中央には麻雀卓が置かれていた。

　花雪は麻雀を知らない。しかし、勤めていた会社の社員旅行で男性陣が温泉宿の自動麻雀卓を囲んで盛り上がっていたのを見ていたので、それが麻雀卓だということは一目でわかった。

　麻雀卓はこの場には似つかわしくなく、異様な光景に見える。

「遅いですよ、昇平さーん。最後ですよ？」

　バーテンダーのような服装をした壮年の男が、にやにやしながら近づいてくる。

「トラブルがあってな。というか、ちゃんと五分前にはついてるだろう。遅刻はしてねえよ」

「トラブルですか」

　壮年の男はひとりだけ普段着の花雪を見てきた。すると、スズメが口を挟む。

「彼女は俺の幸運の女神ですから、丁重にもてなしてくださいね」

「スズメ先生の幸運の女神ですか！　かしこまりました、どうぞこちらへ」

　花雪は壮年の男に案内されて席に通される。革張りのソファに座らされると、昇平や取り巻きも同じテーブルについた。それと同時にお酒が運ばれてくる。

「女神様はなにを飲みますか？」

　いつもだったら、女神様なんて呼ばれたら笑ってしまうだろう。しかし、壮年の男は真顔だし、笑えるような雰囲気でもない。むしろ、非日常的な様子に肝が冷える。

　緊張してなにも話せなくなっていると、昇平が声をかけてきた。

「酒は強いか？」

「は、はい……」

「俺と同じやつを出してくれ」

　昇平がそう言うと、壮年の男が「かしこまりました」と言って下がっていく。

　しばらくして、ロックグラスに入った薄茶色の酒が運ばれてきた。飾り気のない酒だが、丸い氷にシャンデリアの光が映ってとても綺麗に見える。

「酒代は出してやる。あとはあいつに賭けるしかねえよ。それが最後の酒になるかもしれないから、よく味わって飲んでおけ」

「……っ」

　最後の酒ということは、あのスズメという人が負けたら自分はどうなってしまうのだろうか？

　嫌な汗が背中を流れる。お酒なんて飲む気分にはなれなかったけれど、昇平に睨まれて、花雪は仕方なくグラスに口をつけた。

　お酒はウィスキーのようだ。一口含むと微かな甘い香りが鼻をつきぬけていく。アルコールの強さは感じるけれど、口当たりはきつくなく予想以上に飲みやすかった。これはとてつもなく高い酒なのかもしれない。美味しくて、ついつい飲んでしまう。

　この状況に怯えながらもちゃっかりと酒の味を楽しんでしまったことが、顔に出ていたのだろうか。昇平が初めて笑った。

「おっ。お前、本当に強いんだな」

　同じウィスキーを煽りながら彼は満足そうに言う。

　気がつけば、スズメが麻雀卓に座っていた。怪我をした指には絆創膏を貼っている。彼以外にも三人の男が卓についていた。

「お前、麻雀はわかるか？」

「わかりません」

「なら顔に出ないな。それと、勝負中は私語厳禁だ。黙っておけ」

「は、はい」

　花雪はこくこくと頷く。

　花雪の席はスズメの真後ろで、彼の麻雀牌が見えた。なんだか、丸が描かれた牌が沢山揃っている気がする。

　勝負は淡々と進んでいく。「ポン」「チー」「リーチ」「カン」といった声が時々発せられた。

　花雪は麻雀のルールを知らない。しかし、スズメが「ロン」や「ツモ」と言って牌を倒すと、他の対局者たちからプラスチック製の棒を渡されていた。その棒は点数を表しているようで、なんとなくスズメが勝っているのは伝わってくる。

　そして、その事件は終盤に起こった。スズメが「ツモ」と言って勝つことは何度もあったが、彼の手牌に周囲がざわつく。

「大車輪だいしゃりんだと？　初めて見たぞ」

「ローカルルールじゃないから、役満やくまんとは認められないわね」

「それでも三倍満さんばいまんだ」

　どうやら、スズメが「大車輪」と呼ばれるすごい手で上がったらしい。彼の牌は丸の描かれたものがずらりと並んでいた。会場内は大いに盛り上がる。

「ピンズの大物手だ。……さすが筒井だな。お前、本当にあいつの幸運の女神だったようだな」

　感心したように昇平が呟いた。花雪は意味がわからず小首を傾げる。ピンズという牌と自分は一体なんの関係があるのだろうか？

　意味がわからない花雪を置き去りにして、勝負が再開される。花雪は麻雀をさっぱり理解できなかったけれど、スズメが優勢だというのはわかった。

　大人しく見ていると、ようやく勝負が終わったようだ。拍手が沸きおこり、花雪も周囲に合わせて手を叩く。どうやらスズメが勝ったらしい。彼は飄々とした足取りで花雪たちのところにやってくる。

「俺、大車輪は初めて上がったよ。一度はやってみたいと思ってたけど、さすが筒井さんの御利益だ」

　そう言ったスズメはかなり上機嫌なようだ。

「私の御利益って……？」

　勝負をする大切な指に怪我をさせてしまったのだから、花雪は疫病神でしかないだろうに、どうして御利益なんて言うのだろうか？

　疑問符を浮かべる花雪を見ると、スズメは取り巻きのひとりに手を差し出す。

「俺のスマホ」

「はい」

　取り巻きがスズメにスマートフォンを手渡すと、彼は文字を打ちこんで花雪に見せてきた。そこには「筒子」と表示されている。

「これでピンズって読むんだ。筒井さんの筒って漢字と同じ字だよね。ピンズっていうのは、今日俺の手に沢山入ってきた丸い模様の牌のことだよ」

「は、はあ……」

　麻雀がわからないなりに勝負を見ていたところ、麻雀牌には東や西などの漢字が描かれているもの、竹のような模様が描かれているもの、一や二など漢数字が描かれているもの、そして丸い模様が描かれているものと、かなりの種類があった。

　確かに彼の言う通り、丸い模様が描かれている牌が彼の手元に集まっていた気がする。大車輪といっただろうか、すごい手で上がったと周囲がざわついていたときに彼が揃えていたのは、すべて丸い模様の牌だった。

「怪我をさせられたとはいえ、筒井って名字の人と縁ができたから、ピンズの大物手が入るかもと思っていたら……いやあ、やっぱり験は担ぐものだね」

　勝負が終わったからか、スズメは饒舌になっていた。クールな印象を持っていたから意外な感じがする。

「昇平さん」

　ふと、取り巻きのひとりが別のスマートフォンを昇平に手渡した。彼は画面を眺めたあと花雪を一瞥する。

「スズメ」

　そう言って、昇平はその端末をスズメに渡した。彼は画面を見てから花雪に視線を向ける。

　なんとなくだけれど、そこに自分に関するなにかが書かれているのだと花雪は思った。しかし、その内容を聞く勇気がない。

「昇平さん、スズメ先生、お疲れ様でした」

　そのとき、最初に挨拶してきた壮年の男が紙袋を持って近づいてきた。昇平はそれを受け取ると、中身を机の上に出す。

「……っ！」

　それは札束だった。銀行の印がついた帯でまとめられたものが十束。おそらく一千万円だ。そんな大金を直に目にしたことがないので花雪は驚愕する。

「ほら、お前の取りぶんだ」

　昇平が束を五つスズメに渡す。すると、彼はそのうちふたつを昇平に返した。

「じゃあ、これが昇平のスーツ代な」

「……っ！」

　花雪は息を呑む。高そうなスーツだとは思っていたが、まさか二百万相当の価値があるなんて予想もしていなかった。

　スズメは残った三百万円の束をスーツの内ポケットに入れる。彼の胸元が微かにふくらんだ。

「それじゃあ、俺は帰るよ。あ、筒井さん。もう終電はないだろうから、家まで送ってあげる」

　スズメが言うと、取り巻きのひとりが花雪から取り上げていたトートバッグを手渡してきた。

「おう、これでお前も解放だ。今度からは気をつけて歩けよ」

　昇平は酒を飲みながらひらひらと手を振った。そんな彼の横に胸元の開いたドレスを着た女性が座り、彼と話し始める。

「筒井さん、行こうか」

「は、はい」

　スズメに言われるがまま、花雪は部屋を出た。エレベーターで地下まで下りる。

　マンションの地下は駐車場になっていて、そこにはずらりと海外やら国産やらの高級車が並んでいた。とある車に近づいていくと、待機していたと思われる運転手が降りてきてスズメに頭を下げる。

「スズメ先生、お疲れ様でした」

「うん、ありがとう。彼女を送りたいんだけど、一緒にいいかな？」

「はい、もちろんです」

　運転手の男が、運転席の後ろのドアを開ける。

「さあ、座って」

　スズメに促され、花雪は座席に乗りこんだ。車内はふんわりといい香りがする。

「そもそも車で移動してれば君を巻きこむこともなかっただろうけど、俺はここで打つときは必ず駅で降りて少し歩くようにしているんだ。そうしたほうが、なぜかいい手が来るような気がしてね」

　助手席の後ろに乗った彼がシートベルトを締めながら言う。

「お嬢さん、どちらに行けばいいですか？」

　運転席の男が訊ねてきた。家を知られるのは怖い気がしたので花雪は首を振る。

「タクシー乗り場で下ろして頂けたら、そこから自分で帰りますので……」

　しかし、スズメが横から口を挟んできた。

「マルマハイツっていうマンション、カーナビで検索してみて」

「えっ」

　自分の住んでいるマンションの名前を言い当てられて、花雪は目を瞠る。

「ぶつかったとき、君の財布の中を見たでしょ？　身分証明書にマンション名まできちんと書かれてたからね」

「……っ」

　確かに財布の中身を見られたし、対局中はトートバッグを取り上げられていた。スマートフォンもバッグに入っていたし、住所を知られているどころか、なんらかの方法で電話番号も抜かれているかもしれない。

　今更住所を隠しても遅いと花雪は観念した。

「わかりました……っと、ここかな？」

　運転手がカーナビを操作する。同じ名前のマンションは県内にはなく、花雪の住んでいる場所が表示された。

「はい、ここです」

　花雪が答えると車が動き出す。

　車は一般的な五人乗りの車に見えるのだが、花雪とスズメの間の中央の座席は座れるようになっておらず、小さなテーブルのようなものがついていた。スズメが慣れた手つきでテーブルを開くと、中にはペットボトルのお茶が入っている。

　彼は二本のお茶を取り出すと、片方のお茶を花雪に手渡してきた。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます……って、冷えてる？」

　差し出されたお茶が冷たくて花雪は驚く。

「そこ、冷蔵庫になってるから」

「冷蔵庫なんてついてるんですか……！」

　今乗っている車が、誰もが名前くらいは知っているだろう有名な高級車であることは、その外見から花雪にも理解はできていた。しかし、こうして実際に乗るのは初めてだ。冷蔵庫まで搭載されているとは思わず、花雪は驚愕してしまった。

　花雪はペットボトルを握りしめたままスズメに問いかける。

「あの、雀……さん？」

　疑問符混じりに名前を訊ねると、彼は首を横に振った。

「雀だとちょっとイントネーションが違うなあ。俺の名前は、これでスズメって読むんだよ」

　スズメはスマートフォンを取り出すと、文字を打つ。そこには「関せき錫瑪すずめ」と表示されていた。スズメというのは名字ではなく名前のほうだったらしい。

　みんな彼のことを錫瑪先生と呼んでいたし、もしかしたら名字で呼ばれたくない理由があるのかもしれない。花雪はそのまま名前を呼ばせてもらうことにした。

「失礼しました。錫瑪さん、今日は本当に申し訳ありませんでした」

　そう言って深々と頭を下げる。

「先ほどのスーツ代ですが、きちんと返却します。……できれば、分割だと嬉しいのですが」

「えっ」

　錫瑪は驚いたように花雪を見る。

「いいよ、そんなの。そもそも、俺が勝ったら治療費もスーツ代もいらないって言っただろう？」

「でも、怪我をさせてしまったのも、スーツを汚してしまったのも私の不注意です。そういうわけにはいきません」

　一連の出来事は完全に花雪の責任である。彼に否はなく、二百万もの大金を出してもらってラッキーだったとは思えなかった。

「長いこと麻雀をやっているけど、筒井さんのおかげで初めて大車輪で上がったんだ。あれは気持ちよかったな。俺にしてみれば、あれだけでスーツ代を出す価値はあったよ」

「私の名字が筒井だからって、それは単なる偶然です。私はなにもしていませんし……」

「その偶然の要素が絡むのが麻雀なんだよ」

　お茶を飲みながら錫瑪が言う。

「将棋でルールを覚えたての素人と名人が対局するなら、絶対に名人が勝つだろう？　でも、麻雀は違う。素人とプロが対局したとして、プロが勝つ確率を百パーセントって言う奴はいないよ。確かに実力があるほうが勝ちやすいけど、麻雀は運が絡む勝負だから絶対はない。だから俺は験を担ぐんだ」

　錫瑪が花雪を見る。眼鏡の奥で一重の瞳がすっと細められた。

「俺を傷つけた相手が筒井っていう名字だったのに縁を感じた。あ、これはピンズの大物手が入ってきそうだとね。偶然だとしても、結果として思った通りになったわけだ。重要なのはそこだよ」

「は、はぁ……」

「ともかく、これでよかっただろう？　俺がいいと言ってるんだ。この話は終わりにしよう」

　そう言った彼の口調はとても柔らかい。なのに、なんとも言えない迫力を感じた。ぞくりとして鳥肌が立つ。

　彼に二百万円を出してもらったことは気になるが、花雪はそれ以上なにも言えなくなってしまった。

「……わかりました。本当に、ありがとうございました」

　改めてお礼を言うと、錫瑪は「それでいい」と満足そうに笑う。

　深夜なので交通量も少なく、車はすいすいと花雪のマンションに向かい進んでいく。強いお酒を飲んだせいで喉が酷く渇いていたが、車内で零してしまったらと思うと怖くて、ペットボトルのキャップを開けることもできない。緊張した面持ちのまま花雪は冷たいお茶を握りしめた。高級車なのに乗り心地がいいとは思えない。

　そして、ようやく花雪のマンションが見えてくる。

　すると、マンションの前にひとりの男が立っていた。こんな時間になにをしているのだろうと気になったが、車が近づくにつれ彼の顔が鮮明になってくる。その顔を見て花雪は戦慄した。

「……っ！」

　車外から見られないように、上半身を倒し顔を隠す。突如挙動不審になった花雪に、錫瑪が声をかけてきた。

「筒井さん？　どうしたの？」

　気遣うように言われても、花雪の体はがくがくと震えるだけだ。

「……？」

　錫瑪は車の外を見る。高級車が停まったからか、マンションの前に立っていた男はちらちらと車を見ていた。後部座席の窓にはスモークが貼ってあるから、こうして体を曲げて運転席の後ろに隠れれば、花雪の姿を外から見ることはできないだろう。

「もしかして、あの男、知り合い？」

「……っ。は、はい」

　上半身を伏せたままの体勢で花雪が頷く。だらだらと冷や汗が流れ出た。

　その花雪の様子が尋常じゃないと思ったのだろう、錫瑪が運転手に声をかける。

「すぐに車を出して。適当にそこら辺を流してくれる？」

「はい」

　運転手が車を走らせる。マンションが見えなくなったところで、花雪はようやく顔を上げた。

　しかし、体の震えは止まらない。握りしめていたペットボトルは足下に落ちていた。手汗も酷い。

「さっきの、元彼とか？」

　その錫瑪の問いかけに、花雪は静かに首を振った。

「違います。勤めていた会社の人です」

「その会社って、今日退職したとこ？　なんで会社の人がマンションの前にいるわけ？」

「わかりません。ずっとつきまとわれてて、あの人から離れたくて会社を辞めたのに、家の前にいるなんて……。しかも、こんな時間に……っ」

　ぽろぽろと、花雪の瞳から涙が零れ落ちた。

　錫瑪に怪我をさせてしまいヤクザに囲まれたときも、泣いたりはしなかった。怪しげな場所に連れて行かれて怖かったけれど、錫瑪が勝ってくれたおかげで助かった。

　無事に家に帰れる……と思っていた矢先に、さらなる災難が降りかかってきて、花雪の心は限界を迎える。

　溢れる涙と一緒に、胸中に渦巻くものを吐き出したくなってしまった。花雪は嗚咽混じりに語り始める。

「あの人は、私の勤めていた会社の創業者一族の人で……。女性絡みのトラブルを起こして本社にいられなくなったからって、うちの支店に来たんですけど……わ、私が、目をつけられてしまって……」

　先ほどマンションの前に立っていた男の名前は藪月やぶつき数男かずお。彼こそ、花雪が務めていた藪月不動産を退職する原因になった男である。




　――あれは、花雪が入社してから三年目の春だった。

　その頃には仕事にも慣れて後輩もでき、順調な生活を送っていた。残業も月に数日程度という仕事量で人間関係も円満だったし、毎日が充実していたと思う。

　そんな中、「女性問題を起こした創業者一族の男が、本社からこの支店にリストラされてくる」という噂が流れた。職場の女性陣、皆で警戒したのを覚えている。

　はたしてどんな人が来るのだろうと不安に思っていたところ、配属当日の朝礼で紹介されたのは三十歳手前の好青年だった。顔立ちは整っていて、いかにも女性にもてそうである。

　藪月は仕事ができて愛想もよく、気の利く男だった。「彼に迫った女が振られて、逆恨みで悪い噂を流したんじゃない？」なんて、リストラの原因も彼に非がないのでは……という話が女性陣の間で持ち上がる。特に変な素振りを見せることもなかったから、女性社員の警戒も解けていった。

　不思議なもので、周囲の態度が軟化するにつれ、花雪も藪月に対する警戒心が薄れる。実際、彼にセクハラされたとか、嫌な目に遭わされたとかそういう話は聞かなかった。

　有能な藪月が配属されたことにより、仕事がスムーズに回るようになり職場はいい雰囲気となった。

　そして彼が配属されてから数ヶ月経ったある日のこと、花雪はスマートフォンをマナーモードにするのを忘れて、うっかり着信音を鳴らしてしまった。始業前でよかったと思いつつ端末を操作していると、藪月に話しかけられる。

　花雪が鳴らしたのは大好きなバンドの曲で、藪月も解散ライブに行ったほどのファンだったらしい。解散ライブの話題で盛り上がり、それから彼とよく話すようになった。恋愛感情こそなかったものの、同じバンドが好きというだけで親近感が湧いてくる。

　仲よくなってからしばらくすると、藪月から添付ファイルがついた社内メールが届いた。件名はなく、本文も「読んで」としか書かれていない。仕事のメールだと思った花雪はファイルを開く。

　その内容を見て花雪は絶句した。なんと、添付ファイルの内容は藪月と花雪が出てくる官能小説だったのだ。表示したテキストには卑猥な単語がずらりと並んでいる。

　社内メールで官能小説が送られてくるだけでも気持ち悪いのに、登場人物が藪月と花雪だというのも最悪だった。見た瞬間、吐きそうになったのを覚えている。

　藪月のことを同僚として好意的に思っていたが、添付ファイルを見て一気に嫌いになった。生理的に受けつけない。

　そのメールはすぐに削除して、返信もしなかった。しかし、それから毎日のように官能小説が送られてくるようになった。もちろん、登場人物は彼と花雪だ。

　メールが届くたびに気が重くなり、花雪はあからさまに彼を避けるようになった。しかし、いくら花雪が素っ気なくしても彼は話しかけてきた。藪月の態度はわかりやすく、彼が花雪を狙っているのは周囲から見ても明らかだった。

　藪月のことを狙っていた女性社員もいたから、花雪は女性陣の中で浮いてしまった。

　それまで藪月と仲よくしていた花雪がいきなり冷たくなったことで、藪月に対し好意的な女性陣は「気を持たせておきながら、相手が寄ってきた瞬間にあしらう性悪女」という不名誉なレッテルを花雪に貼った。

　大々的ないじめはなかったが、飲み会に誘われなかったり、聞こえよがしに悪口を言われたりした。

　それだけでも精神的に辛いのに、藪月からの官能メールは止まらなかった。

　花雪はひとりで耐えきれなくなり、とうとう上司に相談した。上司はすぐに面談してくれたが、実は彼は前にも同じようなことをしていたらしい。転勤前の噂は本当だったのだ。

　とりあえず、卑猥なメールが送られてくる以外の実害はない。藪月からのメールは内容を見ないで上司に転送するよう指示され、彼と一緒の仕事をしないで済むように上司が業務内容を調整してくれた。花雪が残業になるときは、万が一にも藪月とふたりきりにならないように、必ず上司の誰かが一緒に残ってくれた。

　少しは安心して仕事ができるようになったが、花雪が卑猥なメールを送られていると知らない女性社員は、「あんな風に男に守ってもらうなんて何様なの」と、より一層の陰口を叩くようになった。イケメンで仕事のできる男に言い寄られているにも関わらず、他の男性陣に守ってもらう花雪のことが疎ましかったのだろう。

　それに、有能な藪月は手がける仕事の範囲も広い。花雪が彼となるべく関わらずに済むよう仕事を調整した結果、周囲の女性社員にしわ寄せがいってしまった。女性社員の花雪への態度は日を追うごとに辛辣なものになっていった。

　藪月からの卑猥なメールと女子社員からの冷遇は精神的に堪え、体重も落ちた。上司も藪月に注意をしてくれたようだが、創業者一族であるため強く言えないようで、解決の糸口が見えない。

　今後も事態が好転することはないと悟った花雪は、退職することにした。それを告げたとき、上司がほっとした表情を浮かべたのが印象に残っている。

　どうあっても、花雪の勤めていた支店では創業者一族である藪月のことは処罰できない。この問題を解決するためには、花雪がいなくなるしかないのだ。

　退職する予定だと言った途端、周囲の女性が花雪に優しくなった。未だに藪月を狙っている女性もいたから、花雪がいなくなるのは喜ばしいことなのだろう。

　彼を狙っている女性たちに官能小説のことを教えたい気持ちもあったが、藪月はとても外面がいい。信じてもらえないだろうと、花雪は黙って退職することにした。

　――そして、今日に至る。




「私と同じ名前の女性が主人公の官能小説が送られてきたときは、吐きそうになってしまって……」

「それはキツいね」

　花雪の話に、錫瑪だけでなく運転手まで顔をしかめた。

「相手は創業者一族の人だし、実害があったわけじゃないから、どうしようもなくて」

「……うん」

　花雪が話すと錫瑪は相槌を打ってくれる。

　だから、ついつい話してしまった。被害者である花雪が退職しなければならない理不尽さを、社外の誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　そもそもヤクザ相手に弁償すると言ったのも、「被害者が損をするのはやるせない」と思ったからこそだ。

「実は次の職も決まっていないんですけど、すぐにあの人から離れたくて。退職して、これでようやく離れられると思ったのに……まさか、家の前にいるなんて……」

　マンションの前に立っていた藪月の姿を思い出し、再び血の気が引く。気持ち悪いし吐きそうだ。

「何時からいたんでしょう？　ずっとあそこにいたなんて、もう、本当に気持ち悪い……。なにをするつもりだったの？　私の帰りを待っていたの？　無理、本当に無理……っ！」

　泣きながら花雪が言う。

「うん、大変だったね……」

　優しい声色で錫瑪が声をかけてくれた。

「……っ、すみません、変なことを話してしまって」

　花雪は謝った。これは初対面の、しかも堅気ではない相手に話すようなことではない。

　それでも、吐き出さずにはいられないほど花雪の心は限界にきていた。ヤクザとの一件が終わった直後の襲来だったので、さすがに参ってしまったのだ。

　とはいえ、誰かに話を聞いてもらえたことと泣いたことで、少し気持ちがすっきりする。

「気にしないでいいよ。ところで、筒井さんの実家はどこ？　車で行ける距離なら送っていくけど」

「……っ」

　まさか、そこまで気遣ってもらえるとは思っておらず、花雪は驚いた。

　確かに両親のいる実家なら安全だ。しかし、帰れない事情がある。

「高速を使えば一時間ちょっとなのですが、私の伯母が入院して母が大変そうなので、今は実家に頼れないんです」

　花雪の母は姉妹仲がとてもいい。母の姉である伯母は独身で、花雪も小さい頃はよく遊んでもらったし、大きくなってからは一緒にショッピングに出かけたりもした。

　その伯母が倒れ、入院してしまったのである。祖父母はもう鬼籍に入っているので、母が伯母の入院の世話をしていた。

　母は病気のことを話したがらないため花雪は病名も知らないが、症状はあまりよくないようだ。長引く入院で母親もかなり気落ちしており、電話の声も元気がなかった。

　だから、花雪は藪月のことを母親に相談していない。これ以上、母親に心労をかけてはいけないと思ったのだ。退職することすら伝えておらず、転職が決まってから報告しようと考えていた。

　実家に帰ることができたら、と思いはするものの、娘が夜中にいきなり帰宅して、退職しただの職場の元同僚につきまとわれているだのと一気に聞かされたら、母親は一体どう思うだろうか？

　それこそ、母親も倒れてしまいそうだ。どうしようもなくなったら頼らざるを得ないけれど、今、夜中に帰宅するという選択肢はない。

「お気遣いありがとうございます。実家には帰れないので、どこかビジネスホテルまで送って頂けませんか？」

　花雪がそう言うと、錫瑪が問いかけてくる。

「筒井さん。料理とか掃除は得意？」

「え……？　はい、ひとり暮らしだったので、それなりにはできます」

　突然そんなことを聞かれて、疑問に思いながらも花雪は答える。

　社会人になりたての頃は、コンビニで惣菜を買うか外食をすることが多かった。

　しかし、追いかけていたバンドが解散してからというもの、時間に余裕ができたので料理を始めてみたのだ。一番好きなメンバーの趣味が料理で、ブログに料理の写真を載せていたのも、きっかけのひとつだったのかもしれない。

　ともあれ、花雪はそれなりに凝った料理を作れるようになっていた。……もっとも、自分でレシピを考える域には達しておらず、既存のレシピを真似るだけなのだが。それでも、味は美味しいと思う。

　料理ができると言うと、錫瑪がとんでもないことを言い出した。

「じゃあ、俺の家で住みこみの家政婦をしない？」

「えっ？」

　突然の誘いに、花雪は絶句する。

「会社辞めて、次の職がないんでしょう？　君を雇って給料を払ってあげるよ。住みこみで働いてくれるなら、年金と健康保険も特別手当として俺が出してあげる」

「……っ！」

　年金と健康保険については、明日役所に手続きに行かなければならないと思っていたところだ。毎月かなりの出費になるから、早急に次の職を探す必要があったので、錫瑪の誘いはとても魅力的に感じる。

　それでも、住みこみというのがひっかかった。

「あの……住みこみというのは、どうしてですか？」

「以前、家政婦派遣サービスを使っていたんだけど、勝負の相手が俺の家を担当する家政婦に接触してさ。大きな勝負の前に家政婦に一服盛られそうになったんだ」

「え」

「まあ、そのときは大丈夫だったし、金に釣られた家政婦も制裁はしたんだけど、それ以来、どうも家政婦を雇う気になれなくて」

　さらりと紡がれた「制裁」という単語にぞくりとする。一服盛られるというのもそうだが、彼は住む世界が違う人なのだと改めて感じた。

「外部の人間だと、俺の目の届かないところで接触されるだろう？　住みこみなら、俺の目が届くから丁度いい。それに、君の身の潔白は証明されたばかりだし」

「身の潔白？」

「そう。実は、今日の一件は対戦相手が仕組んだことで、俺に怪我をさせるために君が送り込まれたのかもしれない。そう思ったからこそ、君をあのまま勝負の会場まで連れて行ったんだ。対局中に君の素性を調べていたんだよ」

「……っ！」

　そんなことをしていたなんてと、花雪は驚いた。

　そういえば勝負のあと、昇平も錫瑪も取り巻きの人から渡された携帯の端末を眺めて、花雪のことを見ていた。おそらく、あそこに調査結果が記されていたのだろう。

「昇平の言ってたスーツの弁償うんぬんは建前だよ。今の時代、ヤクザが一般人にそこまでさせるのはリスクが大きすぎる。今日はそれなりの金が動く勝負だったからね。君に敵の手が回ってないか、調べる必要があった」

「そうだったんですか……」

「そして、俺を怪我させたのは故意じゃなく偶然だろうって調査結果が出た。だから君は解放されたんだよ。一晩限りの幸運の女神として、このまま君とさよならする予定だったけど……これもなにかの縁だと思ってね」

　錫瑪がにやりと笑う。

「今日退職したばかりで、次の職も決まってない。さらに、家の前にはストーカーがいて帰れない。……どう？　俺の家政婦にならない？　俺のマンションはセキュリティがしっかりしてるから、ストーカーにばれても侵入は無理だと思うよ」

「えっと、その……」

「雇っていた家政婦に裏切られてから、俺、手料理を食べてないんだよね。包丁で手を切るのは嫌だから、自分では絶対に料理しないし。雀士になってからは、包丁握ったことないんだ。指を切ろうものなら、勝負に集中できなそうだからね」

　そう言って、錫瑪は怪我をしたほうの手をひらひらと振った。花雪はひやりとする。

「す、すみません！　そんな大切な手を怪我させてしまって……」

「この怪我はもう済んだことだから、君を責めるつもりはないよ。これはこれでピンズと縁ができたと思ったし。でも、俺も外食や出前より、家で安心して家庭料理を食べたいんだよね。あと、掃除と洗濯もして欲しいし。……あ、そういう家事ってできる？」

「はい、ひと通りできますけど……」

「年金に保険、そして月給を払うよ。そうだな……月給は三十万でどう？　住みこみだから、もちろん家賃や光熱費なんかいらない。悪い仕事じゃないと思うけど」

「三十万……！」

　悪いどころか、かなり破格の待遇に思える。前職より給料は上がるし、退職したばかりの花雪にとってそれは魅力的な誘いだった。

　心が揺れた花雪に、錫瑪がたたみかけるように言う。

「なんだかんだいって、筒井さんは俺に二百万円出してもらったっていう負い目があるだろう？　君なら裏切らなそうだと思ってさ。あと、昇平の顔を見てるのも大きい。俺を裏切るってことは、昇平を裏切るってことだ。裏切った場合、あいつが制裁を加えることになるけど、怖いだろう？」

「……っ！　う、裏切りなんてしません」

　こくこくと花雪は頷く。錫瑪も錫瑪で迫力があるけれど、昇平という男はまた別の恐ろしさがある。

「だから、偶然出会った君を家政婦として雇うのは俺としてもメリットがあるんだ。４ＬＤＫで部屋も余ってるから、ちゃんと個室をあげられるよ。お風呂はひとつだけど、トイレはふたつあるから別々に使おうか」

　一緒に住んでも、トイレが別というのは嬉しい。

　今日出会ったばかりの人と一緒に住むのは常識的にありえないけれど、それを差し引いても花雪にとってはメリットのほうが大きかった。気にしていた年金と保険料が解決するのも、かなりおいしく思える。

「どう？　やっぱり嫌？」

「それは、その……」

　どうしようかと悩んでしまう。考えれば考えるほど、この条件が魅力的にしか思えなかった。

　しかし、ひとつだけ確認しなければならないことがある。

「あの……、家政婦になったら、私もヤクザの一員になるということですか？」

　ヤクザの世界のことなどまるでわからないが、さすがにヤクザになるのはまずい。おそるおそる花雪が訊ねると、錫瑪が吹き出した。

「いや、ならないよ。第一、俺もヤクザじゃないし」

「えっ、違うんですか？」

　昇平たちの雰囲気やら大金を賭けた麻雀勝負やら、錫瑪もヤクザの一味だと思っていたので驚く。

「昇平はそうだよ。あと、今運転してくれている彼もね。でも、俺はただの雀士。ヤクザとビジネスパートナーではあるけど、区分的には君と同じ一般人だよ。まあ、堅気とは言い難いけどね」

　花雪にはヤクザの世界の知識なんてない。だが、錫瑪はヤクザではないと言うのだから、そうなのだろう。

　それならば……と花雪の心の天秤が傾ぐ。

「私でいいのなら、お願いしたいです」

　花雪はそう言い切って頭を下げる。すると、錫瑪は満足したように微笑んで運転手に伝えた。

「じゃあ、俺の家に向かって。そうそう、途中で俺のコンビニに寄って」
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　連れて行かれたコンビニは、ホテルが立ち並ぶ区画にあった。

　いわゆる地方都市であるこの地域は、全国規模の会社の支店が多く、出張で来る者も沢山いる。少し離れたところには大きなコンサート会場があるので、駅の近くにはビジネスホテルやシティホテルが乱立していた。

　わざわざ来る用事もないので、近くに住んでいながらもホテル街をゆっくり歩いたことはなく、花雪の知らない店が結構ある。

　そして、連れて行かれたコンビニも聞いたことのない名前だった。

「このコンビニ、初めてです。こんなお店があったんですね」

「チェーン店じゃなくて、ここだけだからね」

　錫瑪が入ると、レジにいた中年の店員が「いらっしゃいませ」と言いかけて深々と頭を下げる。レジカウンターから出てこようとしたが、錫瑪が片手を上げて制した。

「ここのオーナー、俺なんだ」

「えっ」

　花雪は驚いて錫瑪を見る。

　先ほど彼は「俺のコンビニ」と言っていたけれど、それは「いつも行くお気に入りのコンビニ」くらいに思っていた。まさか、彼の店だったとは。

「雀士は収入が不安定だからね、いくつか店を持ってるんだ。じゃあ、二階に行こう」

「二階もあるんですか……」

　二階建てのコンビニは珍しいから、わくわくしながら細い階段を上がる。

　一階は食料品や雑誌など一般的なコンビニの品揃えだったが、二階には衣料品が揃えられていた。

「わあ……」

　価格は高めだ。しかし、ショーツだけでなく、ブラジャーやキャミソールまで売られている。各々種類は少ないがサイズ展開が豊富で、Ｓから４Ｌまであった。

「すごいですね、ここ」

「昇平がよく女の子をお持ち帰りするんだけどさ、泊まりになると女性は必要なものが多いだろう？　そういうのは普通のコンビニでは揃いづらいし、遅い時間まで開いている店が少ないっていうから、あいつの命令でこの店をやってるんだ」

「確かに、女性は色々必要になりますものね」

　普通のコンビニならショーツとキャミソールが売っていればいいほうで、ブラジャーなんてない。しかし、このお店は普通のブラジャーだけでなく、シリコン製の貼りつけて使うタイプのブラジャーまで売っている。

　他にもスーツ用のシャツはもちろんのこと、ブラウスやスカート、パジャマまであった。柄は選べないけれど、サイズが豊富なのはいいと思う。

「昇平の女遊びのために作った店だからね。毎月融資金をもらう約束でやってみたけど、意外と収益は悪くないんだ」

　フロアに並んだ衣料品を見渡しながら錫瑪が言う。

　女性ものだけでなく、男性ものに至ってもシャツやネクタイ、クールビズにふさわしいポロシャツまで品揃えは豊富だ。ベルトと革靴、ビジネスバッグまである。

　さすがにスーツまではなかったが、これなら急な出張でもすべて揃えられそうだ。量販店に比べると割高だが、ホテルから徒歩圏内で二十四時間営業しているのはありがたいだろう。真夜中だというのに、店内にはちらほら客の姿がある。

「とりあえず、今晩必要なものを買って。君の荷物は明日取りに行こう」

「ありがとうございます」

　花雪は買い物カゴに服を入れていく。下着は新しいのに替えたいし、寝るときはパジャマに着替えたかったから、ここですべて買えるのは嬉しかった。余計な出費だが、好条件の新しい職も見つかったわけだし、必要なものはすべて購入することにする。

　化粧品や洗顔料は一般的なコンビニに置いているものの他に、海外ブランドのものがあって驚いた。もとは昇平のためのお店だというから、彼が選ぶ女性にあわせていい品を用意しているのだろう。

　花雪にはこだわりはないので、安いセットをカゴに入れる。

　二階にはレジはなく、会計は一階で行うようだ。先ほど錫瑪に頭を下げた店員が対応してくれた。

　レジに表示された一万円超えの会計を確認し、花雪が財布を出そうとしたところで、錫瑪がスーツの内ポケットから札束を取り出した。そう、麻雀勝負で獲得したものだ。

　錫瑪は札束から無造作にお金を引き抜く。金額はわからないが数万円をレジに置いた。

「ありがとうございます、オーナー」

　店員はお礼を言いながら、会計額を遙かに上回るそのお金を受け取りレジを操作する。別の店員がやってきて、花雪の荷物を袋に詰めてくれた。

　商品を渡されて車に戻ると、花雪は切り出す。

「錫馬さん、私が買ったぶんはちゃんと払います」

　彼がお金を出したときに驚いたが、店員の前で「自分が出します」というやりとりをすれば、オーナーである彼に恥をかかせてしまうかもしれない。そう思った花雪は、店を出てから声をかけた。

「いいよ、あのくらい」

　シートベルトを締めながら錫瑪が答える。

「でも……」

　彼にはスーツ代も出してもらったばかりで、ここまでしてもらうのは心苦しい。花雪が表情を曇らせると、錫瑪が笑った。

「恩を感じているなら、それは仕事で返してくれたら嬉しいな」

「それはもちろん、頑張ります」

　ひとり暮らしで普通にやっていた家事が仕事になるのだ。精一杯やるつもりである。

「うん、楽しみにしてるよ」

「そういえば、錫馬さんは和食と洋食はどちらが好きですか？　食べられないものとか、あります？」

「和食でも洋食でも、筒井さんの得意なやつを出してくれればいいよ。あと、納豆とかオクラとか、ネバネバしたもの以外はなんでも食べられる」

「なるほど……」

　花雪はネバついた食材は駄目だと頭に叩きこんだ。

　他にも彼の好みを聞いていると、車がとあるマンションの前に停まった。麻雀勝負のときに行ったマンションと同様、かなり高級なマンションに思える。

　エントランスにはホテルのようなカウンターがあり、そこに体格のいい男性コンシェルジュがいた。しかも、頬には大きな傷がある。コンシェルジュというよりガードマンっぽい風貌だ。

　セキュリティがしっかりしていると言っていたが、確かにこんな厳ついコンシェルジュがいたら、このマンションで悪さをしようとは思わないだろう。

「錫馬さん、お帰りなさい。遅くまでお疲れ様でした」

　コンシェルジュはぴしっと礼をした。

「ただいま。そうそう、彼女、これから一緒に暮らすから覚えておいて」

　紹介されて、花雪は緊張しながら挨拶をする。

「筒井花雪です。宜しくお願いします」

「コンシェルジュの斉藤です。こちらこそ、宜しくお願いします」

　その体格から威圧感はあるものの、物腰は柔らかいので花雪はほっとする。

　エレベーターに乗ると、錫瑪は四階のボタンを押した。高層階まであるマンションだが、部屋は下層のようである。

「四っていう数字は縁起が悪いっていう人が未だにいるから、四階はなかなか人気がなくてね。だから、俺が四階を使うことにしたんだ。景色はそうでもないけど、朝はエレベーターが混むから、いざとなったら階段で下りられるし、暮らしやすいよ」

　彼の言いかたでは、まるで好きな階を選べたように思える。入居する際、高層階への入居も検討したということだろうか。などと推測していると、予想外の言葉が聞こえた。

「あ、ここ俺の会社の不動産だから」

「……っ！」

　コンビニだけでなく、マンション経営もしているとは驚きだ。花雪は言葉を失う。

「コンシェルジュは格闘技をやってる人を雇ってるんだ。怖そうな奴らばっかりだけど、きちんと教育しているから安心してね」

「は、はい……」

　エレベーターはすぐに四階に到着する。廊下はピカピカに磨かれていて、花や絵画も飾ってあり、まるでホテルのようだった。

「四○一が俺の部屋だから」

　端にあるドアの前に着くと、錫瑪はドアノブの液晶画面にカードキーをかざす。電子音がして鍵が開くと、錫瑪がドアを開けた。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　中に入るとひやりとした。まだ暑い季節ではないけれど、冷房をつけっぱなしにしているのだろう。

　玄関は広く、全身を映せる鏡まである。花雪は靴を脱ぐと錫瑪の後ろに続いた。

「ここがリビングね」

「広い……」

　リビングの明かりをつけると、錫瑪はスーツのジャケットを脱ぐ。リビングは広いが、部屋の端には通販会社のロゴが入った空の段ボール箱が重なっていた。空のペットボトルもまとめて転がっている。

「あまり掃除が得意じゃなくてね。筒井さんが働いてくれるならすごく助かるんだ」

「通販の段ボールって、たまっちゃいますよね。わかりました、任せてください」

　錫瑪は端に物を寄せて掃除をしたとみなすタイプらしい。テーブル付近はきちんと片付けられていて埃もなく、きちんと掃除機をかけているのだろう。しかし、部屋の隅は埃がたまっていそうに思える。これは掃除のやり甲斐がありそうだ。

「もう時間が時間だからね。仕事内容については明日話そう。お風呂、入ってきちゃって」

「え……そんな、私はあとでいいです」

　この部屋の主より先に入浴するのは気が引けると、花雪は首を振る。

「布団の準備とかあるから、先に入ってもらったほうが助かるな。おいで、お風呂はこっちだよ」

　花雪の意見を聞くことなく錫瑪は歩き出す。花雪はコンビニのビニール袋を持って彼の後ろに続いた。

　脱衣所には全自動のドラム式洗濯機が置いてある。ドラム式洗濯機に憧れていた花雪は、内心テンションが上がってしまった。

　錫瑪は棚からバスタオルを取り出す。

「はい、これがバスタオル。今日はもう遅いし、お風呂は入れないでシャワーだけでいいよね？」

「はい」

「シャワーの使いかたは見ればわかると思うよ。あと、ボディーソープとか好きに使っていいから」

「はい、ありがとうございます」

「じゃあ、ゆっくりどうぞ」

　錫瑪は脱衣所を出て行く。

　花雪は先ほどコンビニで買った衣料品や洗顔料のパッケージを開封した。

　通常、衣料品はハサミを使ってタグを切らなければならないものも多いが、そういった商品が一切ないことに気付く。些細なことだけれど、あの特殊なコンビニの売り上げがいい理由はこういった気遣いもあるのだろうと花雪は思った。

　買ったばかりのボディタオルや洗顔剤を持って浴室に入ると、花雪は思わず声を上げる。

「わあ……」

　お風呂にはモニターがあった。入浴しながらテレビが見られるのだろう。今は湯を張っていないがバスタブもジェットバスで、さすがは高級マンションだと感じる。

　お風呂は豪華だったけれど、鏡には白い斑点がついていた。先ほどの段ボールといい掃除のしがいがありそうである。

　いくら過去に裏切られた経験があっても、住みこみで家政婦をしてもらいたいというのは怪しい。しかし部屋の様子を見て、「本当に家政婦を必要としているんだ」と安心できた。

　錫瑪は掃除は苦手なものの、汚い部屋が平気というわけではなさそうだ。部屋全体が散らかっているわけではないし、むしろ飲食スペースは綺麗だ。お風呂場だって、鏡は綺麗とは言えないけれど排水溝に汚れはない。

　綺麗な部屋に住みたいけれど、掃除が苦手で、なおかつ手料理が食べたい。とはいえ、裏切られるのは困る――その状況で、身の潔白が証明された上に退職したばかりの花雪はいい人材だったのだろう。

　男女の同棲となると貞操の心配もあるが、そもそも錫瑪はかなりのお金持ちだ。顔立ちも整っているし、わざわざ花雪に手を出さなくても、彼ならいくらでも女性を選び放題のはずである。だから、心配しなくても大丈夫そうだ。

　そんなことを考えながら花雪はお風呂を上がる。

　ドライヤーで髪を乾かしてから脱衣所を出ると、錫瑪がリビングのソファでくつろいでいた。ネクタイを外して、シャツのボタンが開けられている。ちらりと鎖骨が見えて、妙にセクシーな気がした。

「花雪さん、おいで」

「はい」

　錫瑪は立ち上がると、部屋のひとつに花雪を案内する。

「ここの部屋、好きに使っていいから。とりあえず来客用の布団をしいたけど、前に俺の母親が一度使っただけだし、一式クリーニングに出してるから綺麗だよ。明日、ベッドを頼もう」

「……！　布団で十分です」

「これは来客用のやつだから、筒井さんのはちゃんと買おう。住みこみで働いてもらうんだから、責任を持って俺が環境を整えるよ」

　にこりと錫瑪が笑う。その笑顔はやはり迫力があって、花雪は言い返せなかった。

「は、はい……」

　花雪が答えると彼は満足そうに頷く。トイレの場所を説明してから、錫瑪は「お休み」と言って出て行った。風呂に入りに行ったのだろう。

　花雪はトイレを済ませ、布団に潜りこむ。

　どっと疲れてしまった。携帯電話をチェックしていないけれど、もう起き上がる気力もない。そもそも、携帯電話の入ったトートバッグはリビングに置いてきてしまったので、取りに行くのもおっくうだ。花束もどさくさに紛れてなくなっていたから、花瓶に移す心配もしなくていい。つまり、このまま寝てもなんの問題もない。

　一度瞳を閉じてしまえば、瞼が重くて目を開けられそうにない。ふかふかの布団が心地よく、花雪はすぐに眠りに落ちてしまった。
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「ん……」

　夜は気付かなかったが、花雪の部屋にはカーテンがない。従って、窓から入りこむ光に花雪は目を覚ました。

　花雪は起き上がると、とりあえず着替える。シャツは買ったが、スカートは昨日と同じものだ。

　布団を畳んでからリビングに行くと、錫瑪はまだ寝ているようだった。花雪はなんとなくキッチンに立つ。

　食事を用意するのが花雪の仕事だ。確認をとっていない以上、冷蔵庫の中のものを勝手に使うことはできないが、なにが作れそうかを確認するために冷蔵庫を開ける。

　錫瑪は料理をしないと言っていたが、案の定、食材の類はなかった。玉子すらない。冷蔵庫には飲み物とプリン、ヨーグルトだけだ。錫瑪はプリンが好きなのかと思うと、なんだかかわいく思える。

　冷凍庫のほうには冷凍パンがあった。パッケージには英語が書かれていて、輸入物らしい。これが朝食だろうか？　野菜やハムがあればパンに挟めるのに……と思う。

　キッチンを見渡すと、オーブンレンジはかなり高価そうだし、トースターも綺麗だ。カプセル式のコーヒーメーカーもあるし、ウォーターサーバーまである。

　炊飯器が見当たらないけれど、高価なオーブンレンジにはテンションが上がった。これで料理をしてみたいと花雪は思う。

　自分が仕事をする場所だからとキッチンを見ていると、スウェット姿の錫瑪がリビングに来た。

「おはようございます、錫馬さん」

「ああ、おはよう」

　欠伸をしながら錫瑪が笑う。うっすらと無精髭が生えていて、思わずどきりとしてしまった。

「すみません、勝手にキッチンを見ていて……」

「ああ、別に構わないよ」

「ところで、朝食はどうしますか？」

「んー、ちょっと待って」

　錫瑪はキッチンに来ると、冷凍パンの袋を取り出す。

「そこのトースターでこれ焼いて。俺は三つ。筒井さんも自分が食べるぶんだけ焼いて。これ、結構美味しいよ」

「はい」

　パンのパッケージには日本語のラベルが張っており、そこに焼きかたが書いてあった。冷凍のまま焼き、トースターの中で十分ほど放置してから食べるらしい。

　花雪がパンの準備をしていると、錫瑪がコーヒーを淹れる。

「筒井さんは、砂糖とミルクはいる？」

「欲しいです」

「了解。……そうだ、筒井さんの食器も買いに行かないとね。お皿はともかく、コップとかお箸は自分のが欲しいでしょう？」

　そんなことを言いながら錫瑪がコーヒーを用意した。パンができるのはもう少しあとなので、先にコーヒーを飲むことにする。

　錫瑪はひとり暮らしだが、リビングにはテーブルセットが二組もあった。ひとつは椅子とセットになったダイニングテーブルで、もうひとつは寝られそうなくらい大きなソファとローテーブルの組み合わせだ。ソファのほうは真っ正面にテレビが置いてある。

　食事にはダイニングテーブルのほうを使うらしく、花雪は彼の向かいの席に座った。

「じゃあ、仕事について簡単に説明するね。……っていっても、お願いしたいのは掃除と料理だけなんだけど」

「はい」

「掃除はそんなに神経質にやらなくていいよ。時間をやりくりして、上手に自由時間を作って。掃除や料理に必要なものはなんでも買っていいからね。そういえば、床を勝手に掃除してくれるロボットみたいなのあるよね？　いい機会だからそれも買おうか」

「掃除ロボット購入の判断については錫馬さんに任せます。もちろん私は、ロボットがあってもなくてもお掃除を頑張ります。ところで、この近くのスーパーってどこでしょう？」

「歩いて十分くらいの場所にあるけど、食材を買うならネットスーパーを使うといいよ。ちょっと待ってて」

　錫瑪は立ち上がって部屋に戻る。そして、タブレットを持って戻ってきた。

「このアプリで注文できるから。午前中に注文すると、夕方までには届けてくれるよ」

　端末を操作しながら、花雪に画面を見せてくる。画面には駅前にある大きなデパートのロゴが表示されていた。地下に食料品売り場があるものの、高級品ばかりなので花雪はほとんど利用したことがない。

　ネットスーパーというから、チェーン店かと思っていた花雪は目を丸くする。

「ここ、配達してくれるんですか？」

「一般にはしてないよ。得意客だけ。惣菜も配達してくれるから便利なんだ」

　確かにそのデパートは、デパ地下の区画に沢山のお店が並んでいる。アプリを操作してみると、行列ができるお店のものまで注文できるようになっていた。

「クレジットカードを登録しているから、支払いの必要はないよ」

「はい……って、ええっ？」

　何気なく眺めると、野菜の値段に驚いてしまう。このお店が高いのは知っていたが、トマトひとつで四百円というのは一袋の間違いではないのかと二度見してしまった。

　野菜はもちろん、肉にいたっては国産のブランドばかりで、カレーや肉じゃがに使用するのも恐れ多い気がする。

「あの、錫馬さん。予算はいくらくらいでしょう……？」

「予算？　そんなの気にしないで好きに買っちゃって。その店は基本的に高くていいものしか置いてないから、値段なんか気にしてたらなにも買えないよ」

「……」

　花雪は呆然としながら錫瑪を見る。

　彼がどれほどの収入を得ているのか、花雪はわからない。しかし、札束を無造作にポケットに入れるような男だ。金銭感覚が違うのかもしれない。

「お金のことは気にしなくていいよ。それに、お金は持ってる人間が使わないと。ためこんでいたら経済が回らないからね」

　花雪の考えていることを見透かしたかのように、錫瑪が言ってくる。

「もしかして、俺が散財しすぎて給料をもらえなくなるかもって心配かな？」

「い、いえ！」

　そんな失礼なことは考えていないと、花雪はぶんぶんと首を横に振る。

「俺のことを話そうか」

　コーヒーを飲みながら錫瑪が語り出す。

「俺は雀士だ。雀士っていうのは、麻雀で生活費を稼ぐ人のことだよ。一般的な雀士は大会に出たり、雀荘にゲストに入ったり、麻雀教室を開いたり、最近は動画配信で生計を立てるのかな？　まあ、それで生計を立てられるプロなんて一握りだから、大抵は副業をやってるけど。……で、俺はまあ、そういう普通の雀士ではないんだ」

　錫瑪が口角をゆるめる。それは少し陰のある笑みだった。

「俺は表には出られない、裏社会の雀士だよ。得意先はヤクザで、昨日会った昇平がパートナーだ。あいつが出資して、俺が打つ。代理で打つ雀士のことは〝代打ち〟って言うんだ」

「は、はあ……」

「とはいっても、ああいう勝負は週に一回あるかないかだ。勝てば大きいけど、負ければ収入はない。昨日も話したけど、雀士は収入が不安定だから副業をしている。会社をいくつかやってるんだ」

　会社経営を副業と言ってしまうなんて、いくらなんでも次元が違いすぎる。花雪は頭がくらくらしてきた。

「会社といっても、麻雀で稼いだ金でなにかしようかな……と思ったところに、ヤクザだと表立って経営できない仕事があると昇平が持ちかけてきたから、一般人である俺が代表となっただけなんだよね。だから、普通に努力して会社を興した人に比べたら俺なんて全然だよ」

「それでも、すごいです……」

「お飾りの社長だけど、それでも俺にしかできない仕事があるからね。勝負の翌日は休みを入れるようにしているけど、明日からは普通に会社に行くから。付き合いもあるし、最低でも週に一度、夜は外食になる。あとで俺のスケジュールを渡すからね」

「はい、わかりました」

　どうやら、彼は日中は部屋にいないようだ。ずっとふたりきりというのも気まずくなりそうだったので、花雪は内心ほっとする。

「そろそろ、パンがいい頃合いかな？」

　時計を見ながら錫瑪が言った。

「食べたら、ネットスーパーの注文だけしちゃって。まずは俺がやりかたを教えるから。それが終わったら役所に行こう。年金とか保険とか、色々手続きが必要だろう？」

「はい！」

　花雪は立ち上がるとパンを用意する。バターもぬらなかったのだが、外はカリカリ、中はもっちりとして、とても美味しかった。

　それから、ネットスーパーで注文をする。

　食材どころか調味料も殆どない状態だったので、かなりの買い物となった。金額を見ると腰が引けてしまうが、少しでも花雪が迷う素振りを見せると、錫瑪が容赦なく「カートに入れる」ボタンをタップする。

　出てきた合計額は、とても食料品とは思えないような額だった。これは料理を頑張らなければと花雪は思う。

「じゃあ、次は役所だね」

「はい……って、あっ！」

　そこで花雪はとあることに気付く。リビングにはトートバッグが置きっぱなしだった。

「どうしたの？」

「携帯、全然チェックしてなかったと思って」

「そうか、昨日は色々あったからね」

　花雪はバッグから携帯電話を取り出す。勤務中は殆ど見ないし、昨晩は使っていないから充電はまだ大丈夫なはずなのに、液晶は真っ黒のままでボタンを押しても反応しなかった。

「あれ？　電源が切れてる……」

「俺の充電器貸すよ」

　機種は違うが、同じメーカーのスマートフォンだったのは幸いだった。彼の充電器を借りて、少ししてから電源を入れてみる。

　起動画面のあと、「百二十五件の着信があります」という通知が表示された。

「百二十五件……っ？」

　尋常ではない着信だ。両親や伯母になにかあったのかと、花雪は慌てて着信履歴を見る。

　ところが家族からの連絡はなく、百二十五件は知らない番号からの通知だった。留守番電話サービスにメッセージが入っているようで、花雪はそれを聞く。

『もしもし、筒井ちゃん？　俺、藪月』

「……っ！」

　その声がした瞬間、花雪はスマートフォンを手から落としてしまった。退職する原因となった男が電話をかけてくるなんて予想外である。

「な、なんで、私の番号を知って……」

　花雪は自分の電話番号を藪月に教えていない。しかし、社内名簿には花雪の個人情報が載っている。そのデータは人事担当者しか閲覧できないはずだけれど、彼は創業者一族だ。その権限で特別に盗み見たのかもしれない。

　床の上に転がった端末から藪月の声が聞こえる。

『まだ家に帰ってないよね？　どうしたの？』

『もしかして、俺の知らないところで送別会があった？　飲み過ぎてる？』

『女の子がこんな遅い時間まで出歩いていたら危ないよ』

　それはすべて花雪を心配する内容だったが、全身が怖気立つ。真っ青になった花雪を見て、錫瑪はスマートフォンを拾い上げるとメッセージの再生を止めた。

「これが、昨日いた奴？」

「はい……」

「俺は一般人だから、個人的に彼をどうにかすることはできない。でも、ここにいれば安全だから。役所にも一緒に行くよ」

「え……」

　役所には自分ひとりで行くつもりだった。藪月は仕事中のはずだけれど、大量の着信で怖くなってしまったから、錫瑪が一緒に来てくれるなら心強い。

「ありがとうございます」

　遠慮することなく花雪は頭を下げる。

　それから、花雪は外出の準備をした。手先が震えるけれど、このマンション内は安全だし、そばに錫瑪がいることにほっとしてしまう。

　いつの間に連絡していたのか、マンションの前には昨日の車が来ていた。運転手も同じ人である。

　手続きに必要なものが自宅にあるので、まずは取りに行くことにした。さすがに藪月はいなかったので、ほっとする。

「会社って不動産業でしょ？　この部屋は解約するより、しばらくそのままにしておいたほうがいいね。あとで部屋の中のものを俺の部屋に運ばせるから」

　花雪の返事を聞くことなく、錫瑪がどこかに電話をする。わざわざ部屋のものを運ばせるなんて……と、花雪が困惑した顔で彼を見ると、電話を終えた錫瑪が飄々と言った。

「あ、心配しなくてもここの家賃は俺が払うよ」

「いえ、そういうことじゃなくて……」

「今電話したのはヤクザだけど、実際の作業は引っ越しのプロがやるから安心して。夕方までには運んでくれるってさ」

　あっという間に話が進んでしまって、花雪は困惑してしまう。昨晩から自分のために一体どれだけのお金が動いているのか、それを考えると怖くなってしまった。

　とりあえず、手続きに必要なものだけを持って部屋を出る。

　それから役所に行き、手続きが終わったときにはお昼になっていた。そのまま外でランチを食べようと誘われる。

　気を遣ってくれたのだろう、錫瑪が選んだ店は花雪の職場からかなり離れた場所だった。和風の作りで、普段の花雪では暖簾をくぐれそうもない店構えである。店員もすべて着物だ。

「あら、錫馬さん。お久しぶり。いらっしゃいませ」

　常連なのか、錫瑪は店員に名前を覚えられているようだ。個室に通されると、メニューを見ることなく錫瑪が言う。

「適当にふたりぶん用意してくれる？」

「はい、かしこまりました」

　店員は優雅な動きで部屋を出て行く。個室は座敷で、錫瑪は足を崩してくつろいでいた。花雪は緊張して正座のまま固まってしまう。

「緊張しなくていいよ。足も崩したら？」

「いえ、大丈夫です」

「正座、得意なの？」

「っ、それは……」

　正直なところ正座は得意ではない。法事のときはいつも足が痺れて大変だった。

　しかし、こんな高級そうなお店で足なんて崩せない。

　それが表情に出ていたのか、錫瑪は呼び鈴を鳴らして店員を呼ぶ。高級なお店になると、店員を呼ぶのにもボタンではなく呼び鈴を使うのだと花雪は感心してしまった。

　錫瑪がテーブル席に移動したいと伝えると、店員は新しい部屋へと案内してくれる。すぐに移動することになって、錫瑪にも店員にも申し訳ない気持ちになったが、テーブルのほうがくつろげた。

　それから程なくして、料理が運ばれてくる。

「わあ……！」

　店の様子から和食だとは思っていたが、運ばれてきたのは寿司だった。美味しそうではあるが、綺麗な盛り付けなので食べるのが勿体なく思ってしまう。

「ここのお寿司は美味しいよ。さあ、食べよう」

　錫瑪に促されて、花雪は緊張しながらも口に運ぶ。それは今まで食べてきたどんな寿司とも違っていた。シャリが冷たすぎず温かすぎず丁度いい案配で、ネタも大きく口の中いっぱいに旨味が広がる。

「……っ！　すごく美味しいです」

　花雪がそう言うと、錫瑪は満足そうに頷く。

　この寿司を食べてしまうと、もう回転寿司を美味しいと思えなくなってしまうのでは……と不安になりつつ、花雪は完食した。お茶まで美味しい気がする。

「ごちそうさまでした」

「うん。ひとりで食べることが多かったから、こうして誰かと食べるって美味しいね」

　錫瑪は嬉しそうだ。

「あの……こんなに美味しい料理を食べているのなら、私の手料理で満足して頂けるか不安です」

　ぽつりとそう漏らすと彼が笑う。

「外食と手料理は全く別物だよ。大抵の男はカレーとかハンバーグとか唐揚げを出しておけば喜ぶんだから」

　そう言われて、花雪は思わず笑ってしまう。まるで小学生が好きそうなメニューだが、確かに好きな男性は多そうだ。

「じゃあ、次は税務署に行こうか」

「税務署？　錫馬さんのご用ですか？」

「え？　違うよ、筒井さんの手続きだよ。開業届を出さないと。筒井さんは会社員ではなく、いわばフリーランスだよ。ちゃんと開業届を出して、来年からは確定申告する必要があるよ」

「……！」

　開業届と確定申告の存在は知っている。

　しかし、会社員だった花雪にとっては無縁のものだった。職が見つかったと喜んだものの、そういった手続きをしなければならないことは一連のショックですっかり頭から抜け落ちていたので、花雪は焦る。

「そ、そうですね。ちゃんとしないと。調べます」

「俺が教えてあげるよ。開業届の書き方もわかるよ。手続きに必要なものは揃ってるみたいだし、今から一緒に行こう。そうそう、銀行口座も新しく作らないとね。個人用の口座と給料用の口座は分けておいたほうが絶対にいいから。毎月の給料は新しく作った口座に入金するよ」

　すらすらと話す錫瑪に圧倒される。そのまま税務署に連れて行かれて無事に開業届が受理された。家事代行業と記入した開業届の控えを見て、花雪は感動してしまう。

「これで君も個人事業主だよ」

「個人事業主……」

　なんだか、とても格好よく思える。

「なにからなにまでお世話になりっぱなしで……。錫馬さん、ありがとうございます」

　本来なら、退職したあとの手続きは自分で動き回る予定だった。しかし、錫瑪が「あれをする」「これをする」と指示をして連れて行ってくれるので、とても順調に手続きが終わる。

　花雪のことを雇ってくれただけでなく、こうしてサポートまでしてくれる彼には感謝してもしきれない。

「いいんだよ。君が俺に恩を感じるほど、裏切れなくなるだろう？　俺にもメリットがある」

「……っ」

　すんなりと紡がれた「裏切り」という言葉に花雪の心が冷える。彼は自分の知っている世界とは別のところで生きているのだ。

　それでも、花雪にしてみれば藪月よりは彼のほうが信頼できる気がした。ただの偽善ではなく、彼にもメリットがあると告げられると、逆に安心してしまう。




　すべての用事を済ませたあと、ふたりはマンションへと帰った。

　花雪の部屋に荷物がすべて運びこまれている。テレビや冷蔵庫といった大型電化製品はなかったけれど、衣類や化粧品などは一式揃っていた。

　注文した食材が届くまでの間にキッチンで説明を受ける。

　前に家政婦の人に料理を作ってもらったというから、包丁と鍋くらいはあるだろうと思っていたけれど、そこにあったものは花雪の予想以上だった。

　海外の有名メーカーのフライパンに、日本製の鉄鍋。圧力鍋はコンロで使うタイプと、レンジで使うタイプ、さらに電気圧力鍋と三種類ある。朝は見当たらなかった炊飯器も戸棚の奥に置いてあった。フライヤーもあるし、それ以外にもかなりの種類の調理器具が揃っている。

　昔テレビで紹介されたのを見て欲しいと思っていた器具まであり、これが使えるのかと花雪はわくわくしてしまう。

「これとか、買ってすぐに家政婦がいなくなったから殆ど使ってないんだよね。綺麗に見えるけれど型が古いだろうし、今度最新版を買おうか」

　綺麗なままの圧力鍋を撫でながら錫瑪が言う。

「い、いえ！　これで十分です。使うのが楽しみです」

「そう？　でも、必要なものがあったら遠慮なく言ってね。……っと、電話だ」

　錫瑪のスマートフォンが鳴り、彼は通話しながら自室へと戻る。

　今日考えていたメニューは普通の鍋で作れるものだけれど、明日からは圧力鍋を使ってみようと、花雪は説明書を開いた。レシピも記載されているのでかなり分厚い。

　圧力鍋は扱いが難しいイメージがあったが、なんとか使えそうだと思っていると食材が届いた。さっそく料理に取りかかる。

　用意したのはサラダと油淋鶏、厚揚げとチンゲン菜の炒め物、そして中華風スープだ。

　油淋鶏はそれほど手間がかからないのだが、友人が遊びにきたときに作るとなぜか「すごい」「料理上手！」と喜ばれる一品である。ネットでレシピを見つけてから何度も作ったことがあり、自信があるので選んだ。

　あとのメニューも作ったことのあるものだ。

　いざ夕食になると、並べられた料理を見て錫瑪は驚く。

「すごく美味しそうだね。手料理とか久しぶりだから嬉しいよ」

　そう言いながら彼は食べてくれる。ご飯のおかわりまでしていた。喜んでもらえたようで、花雪はほっとする。




　――こうして、ふたりの共同生活が始まった。

　花雪は毎日掃除して、料理を作る。平日は錫瑪が自宅で昼食をとることは少ないので、朝食と夕食だけ作ればよかった。

　土日に至っては「筒井さんも休みが必要でしょう？　外に食べに行こう」と外食に誘ってくれる。もちろん、彼のおごりだ。花雪が自分のぶんを払うと言っても、絶対に受け取ってくれない。

　退職してからというもの、花雪が過ごす日々はとても穏やかだった。仕事に対しての給与は破格で、生活費もかからないから貯金が貯まりそうだ。

　一緒に暮らしているものの、錫瑪はいい距離感で接してくれた。プライベートなことは聞いてこないし、体に触れてくることもない。ここでは安心して働ける。

　ある日の夕食後、彼はソファに座ってコーヒーを飲んでいた。花雪のために食洗機が購入されたので、後片付けがすぐに終わった花雪も彼と一緒にコーヒーを飲む。

「明日は久々の勝負だ」

　その彼の言葉に、「そうですね」と花雪は頷いた。彼から渡されたスケジュールによると、明日の夜に麻雀の勝負があるらしい。

「そういえば、錫馬さんが麻雀を覚えたのはいつなんですか？」

　ふと気になったので、花雪は聞いてみた。

「中学生の頃かな。クラスで麻雀漫画がはやって、自分でもやりたくなって覚えた。……当時は雀士になるなんて思っていなかったけどね」

　錫瑪が苦笑する。

「麻雀って意外と面白くてさ。例えば、リーチって言葉あるだろ？　ビンゴでもリーチとか言うよね」

「はい」

「そのリーチっていう単語も、元々は麻雀用語なんだよ」

「えっ！」

　驚いた花雪に錫瑪は続ける。

「あとは、テンパるとか言うでしょう？　あれも語源は麻雀。テンパイって用語があって、そこからテンパるっていう言葉が生まれたんだ」

「そうなんですね……」

　リーチもテンパるも、普段何気なく口にする言葉だ。その語源が麻雀だなんて想像もしていなかった。なんだか、麻雀が身近なものに感じてしまう。

「他にも、麻雀が語源の言葉ってあるんですか？」

「パイパ……、……いや、これは女性に聞かせる単語じゃないな」

　なにかを言いかけて錫瑪は言葉を止めた。パイパンと聞こえた気がするが、花雪は追及しないでおく。

「まあ、麻雀は趣味程度でやってたんだけど、大学で昇平に出会ってさ。あいつに才能があるって言われておだてられて、気がつけば今に至るんだ」

「昇平さんと同じ大学だったんですね……」

　花雪は白スーツの男を思い出す。白いスーツに金髪で、かなり派手な容姿をしていた。そんな彼が大学を出ているなんて意外な気がする。

「うん、同じ国立大学の経済学部だよ」

「……えっ！」

　国立大学と聞いて花雪は言葉を失った。錫瑪ならわかるが、まさか昇平までいい大学を出ているとは。

「今はヤクザもインテリの時代だよ。詐欺まがいのことをするのは、ただのチンピラだ。ちゃんとしたヤクザはビジネスで金を稼ぐ。今の時代は色々と厳しくなっているから、そうしないとやっていけないからね」

　そう話す錫瑪はにこやかだった。明日は勝負だというのに緊張感がない。

「明日は勝ちそうな気がする」

　掌を握ったり開いたりしながら錫瑪は呟いた。

「そういうの、わかるんですか？」

「気の流れっていうのかな……？　うまく説明できないけど、負けるときは前日から嫌な気配がする。逆に、大勝するときは前日から気分が上がってくるんだよね。……で、筒井さんに会った日は、本当は負ける予感がしてたんだ」

「そうだったんですか」

「ピンで刺されたでしょう？　血が出るのと一緒に、悪い気も流れていく感じがしてさ。しかも、色紙に書かれていた筒井っていう名字を見て、運気が上がりそうだって思ったんだ」

　錫瑪が花雪をじっと見つめてきた。

「いわばオカルトだよ。昇平に言っても理解してもらった例しがない。一部の雀士にしかわからない独特の感覚さ」

　確かに彼の醸し出す雰囲気は一般人とは違うように思えた。言葉に例えづらいような凄みがある。

「明後日は休みだ。明日勝ったら、いいお店に食事に行こう」

「頑張ってくださいね」

　外食に行きたいわけではないが、花雪は彼を応援する。

　――そして彼は予想通り、大勝して帰ってきた。持ってきた紙袋には一千万円が入っている。昇平の取り分を考えると、どれだけの金が賭けられていたのだろうか？

「そういえば、これはちゃんと確定申告して納税してるからね」

「えっ。合法なんですか？」

　賭け麻雀は違法だと思っていたので、花雪は目を丸くする。

「まさか。大会の賞金とか講演会の出演料、あとは麻雀教室の指導料という名目で納税してるよ。そういう建前の書類があとで昇平から届く」

「そうなんですね……」

「こんなに稼いでも、半分は税金でもっていかれるんだよ？　俺、かなり国に貢献してるよね」

　錫瑪は苦笑する。

　こういう収入は納税なんてしないと思っていたが、意外にもきっちり納めているようである。

「所詮は違法賭博だから綺麗な金じゃないけれど、誰かを騙したわけでもなく真剣勝負で手に入れたものだ。合法でも詐欺まがいのセールスより、よっぽど真っ当な稼ぎだと思ってるよ」

「……っ」

　花雪は言葉を詰まらせる。

　賭け麻雀はいけないことだとわかっているのに、彼の言葉に共感している自分がいた。

　今は誇大広告の規制が厳しくなっているけれど、昔は癌が治る、病気にならないという謳い文句の健康食品が沢山あった。近所のおじいさんがまんまとその広告に踊らされ、体調が悪くても病院に行かず健康食品で治療しようとし、結局病院に行ったときには手遅れになっていた――というのを、学生の頃に両親から聞いている。

　そういった商売よりも、錫瑪のほうがまともに思えてしまう自分が怖く思えた。

　花雪の心の機微を読み取ったのか、錫瑪はそれ以上麻雀の話をせず風呂へ向かう。そんな彼の心遣いを嬉しく思えた。
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　――花雪が錫瑪と一緒に暮らすようになって、二ヶ月が経とうとしていた。

　花雪も同居生活に慣れ、少しでも錫瑪に快適に過ごしてもらえるように家政婦業を頑張っている。花雪の仕事ぶりに錫瑪は満足しているようだ。

　一、二週間に一度ある「麻雀の勝負」とやらも順調らしい。

「ここまで勝ちが続くことなんて滅多にないよ。筒井さんのおかげかな？　これからも続けて欲しいし、ボーナスをはずまないとね」

　錫瑪は上機嫌でそんなことを言う。

　彼の家政婦はかなり条件のいい仕事だけれど、花雪はずっとこの仕事を続けられるとは思っていなかった。錫瑪は恋人がいないようだが、もし彼女ができたなら出て行くつもりである。それまでに少しでもお金を貯めておく必要があった。

　それでも、錫瑪に彼女ができたときのことを考えるだけで、なんだか胸がもやもやする。

　いい職を失うのが嫌なだけではない。錫瑪のことが気になっているのだ。

　彼はとても紳士的だ。同じ部屋で暮らしていてもセクハラをしてこないし、なにかと花雪のことを気遣ってくれる。だからこそ、花雪は錫瑪に好感を持っていた。

　退職の原因となった藪月のことも、女性社員からの嫌がらせの記憶も心の中で薄れていった頃、その事件は起こる。

「……今日は、多分負けると思う」

　スーツに袖を通しながら、錫瑪がぽつりと呟いた。

　今日は麻雀の勝負の日で、花雪がここに来てからというもの、彼の口から弱気な言葉が出るのを初めて聞く。

「負けたら、多分一週間は帰ってこられない。そのときはメールするから、休暇だと思って一週間は好きに過ごしていいよ。実家に帰ってもいいから。一週間ぶんのお給料もちゃんと払うから安心してね」

「い、一週間もですか……？」

　休暇だと言われても、嬉しいとは思えない。花雪は表情を曇らせる。

「そう。普通の勝負ならともかく、今日は負けられない勝負なんだ。そういうときに負けたら、けじめをつけなくちゃならない」

「けじめって……」

　ヤクザ相手のけじめというと、とんでもないことが脳裏をよぎる。花雪は咄嗟に錫瑪の手を見てしまった。彼の指はきちんと揃っていて、ほっとする。花雪の視線に気付いた錫瑪が笑った。

「指なんて詰めないよ。この指がなくなったら麻雀できないし。けじめだって、今まで何度もやってることだから慣れてる」

「でも……」

「けじめをつけるとか、そういう世界は怖い？」

「……っ！」

　まさにその通りで、花雪は息を呑む。

「俺がいるのは、そういう世界なんだ。俺は一般人だけどヤクザとの関係はかなり深いからね。もし、この世界が……俺のことが怖かったら、一週間の間に逃げてもいいよ」

「え……」

「君のストーカーだっけ？　元上司だっけ？　その人だって、もういい加減諦めている頃じゃないかな？　……もし筒井さんが逃げなかったら、けじめについて教えてあげる。心配することじゃないよ。ファッション感覚で若い子だってしてることだし」

　そう言った錫瑪の様子は淡々としていた。

「じゃあ、行ってきます」

　不安な花雪を残して、彼は家を出て行ってしまう。

　それから数時間後、錫瑪から「負けた。一週間は帰宅できない」という短いメールが届いた。その文面を見て嫌な汗が流れる。

　彼の言う「けじめ」とは、一体なんだろうか？　一日ではなく一週間もかかる上に、若い子がファッション感覚でするという情報で余計に混乱する。

　休暇だと言われていたけれど、錫瑪のことが気になって花雪は実家に帰れなかった。

　錫瑪はヤクザと深い関わりを持っている。彼のいる世界は怖いけれど、逃げるつもりはなかった。この職を手放すのが惜しいからではなく、錫瑪のことが心配だったからだ。

　一週間の間、ひとりになった部屋で頭に浮かぶのは錫瑪のことばかりである。寝ても覚めても、彼のことをずっと考えてしまう。

　そして勝負の日から一週間が経ち、錫瑪が帰宅した。彼の顔を見た瞬間、花雪は思わず涙ぐんでしまう。

「ただいま」

　何事もなかったように錫瑪が言った。

　一週間前と比べて特に変わったところはない。顔色も悪くないし、痩せてもいなかった。指も全部繋がっている。むしろ、やつれているのは花雪のほうだ。

「お帰りなさい。無事でよかったです……」

　弱々しい呟きに、錫瑪のほうが戸惑っている。

「心配してくれたの？　……ごめん、嬉しい。筒井さんが逃げなかったことも、心配してくれたことも……本当に、嬉しいな」

　はにかんだように錫瑪が笑った。

「ちゃんと言っておけばよかったけど、筒井さんが逃げる可能性もあったし、余計な情報は入れないほうがいいと思ったんだ。知らないことが多いほうが、元の世界に戻りやすいしね」

　錫瑪の元気そうな姿に安心してしまい、花雪はさらりと言われた「元の世界に戻りやすい」という言葉は受け流してしまう。

　……そう、錫瑪だけでなく花雪もすでに普通とは違う世界にいることを、まだわかっていなかった。

　涙目のまま呆然としている花雪に、錫瑪は優しく声をかける。

「けじめっていうのはね、これだよ」

　錫瑪は突然服を脱ぎ始めた。スーツのジャケットを脱ぎ、シャツを脱ぎ、そしてＴシャツも脱ぐ。

　細いながらも引き締まった胸板が露わになると、彼は背中を向けた。

「……っ！」

　それを見て花雪は息を呑んだ。

　錫瑪の背中の上半分に刺青が入っている。刺青の物々しさとは裏腹に、柄は雀だった。日本画のような精巧な雀が彼の背中に描かれている。

　その刺青はファッションの類とは一線が引かれた、なんとも言えない迫力があった。雀なのに威圧感がある。

「これが、けじめ。裏の社会で金を稼ぐなら、普通の世界には簡単に戻れないってことだよ。お金でどうにかなる問題ならともかく、お金以外のものが賭けられていたときは、こうして刺青が増えていくんだ」

　花雪はただ、彼の背中の刺青を眺めていた。

　これはいわば、彼が負けた歴史でもある。一回の負けでどれくらい刺青を入れられるのかわからないが、一度や二度でないことは想像に難くない。

「俺は昇平の友人だから、負けてもこれくらいで済んでる。他のところなんて殺されたりとかもあるからね。俺は絶対に殺されないよ。命の保証があるからこそヤクザの代打ちをしてる」

　はたして、刺青は「これくらい」で済むことなのだろうか？

　花雪は戸惑ってしまうが、当の本人である錫瑪は涼しい顔をしている。

「刺青代と一週間の入院費は払わないといけないけどね。たかが刺青で一週間も入院って、ぼったくりだよねえ……。まあ、消毒もちゃんとしてくれるし、特別室だから仕事もできるし、悪いことばかりじゃないけどさ」

「そうですか……」

「とりあえず、明日昇平がお金を取りに来るよ。ついでに筒井さんの手料理を食べてみたいって言ってたから、明日の夕食、多めに作ってもらってもいいかな？」

「え？　……は、はい」

　錫瑪のことで頭がいっぱいだったけれど、昇平が来ると言われて途端に緊張する。

　なにせ、昇平は錫瑪とは違って本物のヤクザなのだ。彼に手料理を出す日が来るなんて想定外である。

「筒井さんの料理は美味しいんだから、いつも通りのでいいよ」

　そんなことを言われても、腕をふるわなければならないと花雪は思った。

　――そして翌日、昇平が家に来る。

　彼はひとりではなく、秘書らしい雰囲気のスーツ姿の女性と、強面の男を一緒に連れてきていた。昇平の他にも人が来るとは思っていなかったので、料理が足りなくなるかもと花雪は焦る。

「じゃあ、支払いは向こうでやってくれ」

　昇平がそう言うと、強面の男と錫瑪が彼の部屋に入っていった。リビングには昇平と女性、そして花雪が取り残される。

　昇平のことは怖かったけれど、彼が連れている人が女性だったおかげで少しは安心できた。もし彼の隣にいるのが厳つい男性だったら、余計に恐縮してしまっただろう。

「さーてと」

　昇平はソファに腰を下ろす。

「お前、錫瑪とうまくやってるみたいだな」

　彼に話しかけられて、花雪は思わず背筋を伸ばした。

「あのとき、お前の背後はちゃんと洗った。そのおかげで都合のいい家政婦候補を見つけたんだから、錫瑪はラッキーだったな。お前は残念だったが」

「退職したばかりで仕事が見つかって、残念どころか運がよかったと思っています」

　それは昇平への反論というより、錫瑪に対してのフォローである。言葉を選んだつもりだが、昇平は眉根を寄せた。

「あー、わかってねえな。お前、開業届やらなにやら、すぐに手続きさせられただろう？　そこまでしちまったら簡単に辞められなくなる。親切に感じたかもしれないが、家政婦が欲しいという錫瑪自身の利益のためにしたことだ。優しさなんかじゃねえぞ」

「……っ」

　昇平の言葉に、花雪は言葉を詰まらせた。

　錫瑪と出会った翌日、彼は役所やら税務署やら、色々な手続きを手伝ってくれた。転居届こそは出さなかったものの、郵便物の転送届まで指示してくれたのだ。おかげで日常生活に困ることはなく、花雪はとても感謝している。

　だから、たとえ優しさじゃなかったとしても構わない。

「それでも、私は助かりました」

　花雪は自分に言い聞かせるように、はっきりと言い切った。すると、昇平が訊ねてくる。

「お前、錫瑪の女になったのか？」

「な……！　いいえ、違います」

　とんでもないことを言われて、花雪は動揺しながら首を振った。

「じゃあ、出て行くなら今のうちだ。……おい」

　昇平は側にいた女性に声をかける。すると、彼女は鞄から書類を取り出してテーブルの上に並べた。それは、ここから離れた場所にあるマンションの書類だ。

「お前はギリギリ一般人だからな。これ以上裏の世界に深入りする前に、普通の世界に返してやるよ。俺は優しいからな」

「え……」

「好きな部屋を選べ。どこもセキュリティはしっかりしてる。家賃も、前に住んでた部屋まで下げてやる」

　テーブルに並べられた住宅情報のチラシを見て、不動産会社に勤めていた花雪はどこもいい物件だとすぐにわかった。おそらく、家賃は月に十万以上するだろう。

　それでも、ここを出て行きたいとは……そう、錫瑪の側を離れたいとは思えなかった。

「でも、私は……」

　断ろうとすると、昇平が強い口調で言ってくる。

「いいか、よく聞け。錫瑪から話を聞いてるが、お前の元上司だかストーカーだか、その男のほうがよっぽど真っ当な人間だぞ？　錫瑪はヤクザじゃないが堅気とは言い難い。あいつは裏社会の人間だ」

「……っ」

「ヤクザをバックに麻雀を打つなんざ、倫理観がぶっ壊れてるぞ。あいつはもう普通じゃねえよ。それに、あいつは人を殺している」

「え……」

　――人を殺している。

　それを聞いて花雪の頭が真っ白になった。

「もちろん、直接手を下しているわけじゃない。麻雀で負けたら死ぬしかないって相手との勝負でも、容赦なく勝つってことだ。錫瑪が負けても死ぬことはない。刺青だけで済むっつうのに、相手の命がかかってる勝負でも手を抜かない」

「……」

　そういえば刺青を見せられたときに、他のところでは負けたら殺される場合があると言っていた。それはすなわち、そういう相手と戦ってきたということだ。

　それに気付いて、花雪の背筋を冷たいものが走り抜ける。

「怖いか？　そうだよ。怖いんだよ、この世界は。あいつはそういう世界で生きている」

　低い声色で昇平が言った。

「それを覚悟して錫瑪の側にいるなら、俺もなにも言わねえよ。ヤクザだって、一般人の嫁さんをもらうのは珍しくねえしな。ただし、錫瑪のことをいい人だとか、ヤクザじゃないから一緒にいるっていうのなら、やめておけ。まだ付き合ってねえんだろ？　好きになったら離れづらくなるぞ」

　――好きになったら、離れづらくなる。

　そう言われた瞬間、花雪は気付いてしまった。自分は既に錫瑪のことが好きなのだと。

　昇平の話を聞いて、錫瑪のことも、そして裏社会のことも怖いと思った。それなのに、彼から離れたいとは思えないのだ。

　錫瑪の気持ちはわからないけれど、彼にいらないと言われるまでは、ここにいたい。

　たとえ錫瑪の倫理観が人並みを外れていたとしても、花雪にとっては自分を助けてくれた人なのだ。真っ当だという藪月よりも、錫瑪のほうが信頼できる。

「……怖いですけど、ここにいたいです」

　恐怖心を否定することなく、花雪はそう返事をした。昇平が片眉を上げる。

「あいつを好きになったのか？」

「……はい」

「まあ、あいつもお前を好きとは限らないけどな」

　昇平が明るく笑う。その瞬間、重々しい雰囲気が消えた気がした。

「覚悟してるならいい。裏社会の男の側にいるということは、お前自身も危険な目に遭うかもしれないぞ。その覚悟もあるか？」

　じっと見つめられて、花雪は「はい」と頷く。

「ならいいさ。でも、もし気が変わったらコイツに連絡しろ。……おい」

　昇平に指示されて、女性が名刺を花雪に渡してくる。そこには彼女の名前と、携帯電話の番号が記されていた。肩書きどころか会社名も書かれていない、至って情報の少ない名刺である。

「連絡がこなければ、覚悟を決めたとみなすからな？」

「わかりました」

　名刺をエプロンのポケットにしまいながら花雪は答える。女性はテーブルの上のチラシを片付け始めた。

　すると、錫瑪の部屋から彼と厳つい男がでてくる。男のほうは紙袋を持っていた。そこにいくらのお金が入っているのか、想像もできない。

「なんの話をしてたんだい？」

「世間話だよ。それより腹減った。飯にしてくれ」

　昇平の言葉に、花雪は慌ててキッチンに立つ。昇平が連れてきた男女は家を出て行った。彼らのぶんの食事までは用意していなかったので、少しだけほっとする。

　そして、三人での食事が始まった。

　ヤクザと一緒の食事はやはり緊張してしまう。それでも、これが錫瑪の側にいることなのだと強く実感した。

「こういう手料理も、なかなかいいな」

　昇平は料理を気に入ってくれたようで、満足そうだ。

「うちのシェフの腕はいいからね。次からは食事代を徴収するよ」

　学生時代からの友人だからか、ヤクザである昇平相手にも錫瑪は軽口を叩く。

「んー、確かに手料理を安心して食えるってのは貴重だからな」

「筒井さんがいてくれて助かってるよ」

「段ボールの山もなくなったしな。玄関も随分綺麗になったじゃないか」

「そうなんだよ。自分で掃除しなくても部屋が綺麗なのはいいよね」

　その会話を聞いて、花雪は少しだけ嬉しくなる。お金をもらっている以上は掃除も仕事なのだけれど、喜んでもらえると心がはずんだ。

　和やかな雰囲気で食事は終わり、昇平は帰っていった。後片付けをしようと、食事のために一旦外していたエプロンをつける。

　そのとき、エプロンのポケットから先ほどもらった名刺が落ちたことに花雪は気付かなかった。

「ん？」

　錫瑪が床に落ちた名刺を拾う。それを見た彼の表情が曇ったが、花雪は知らない。

「筒井さん」

　地を這うような低い声に、花雪はびくりとした。なにか彼を怒らせてしまったのかと、おそるおそる振り返る。

　そこには、女性の名刺を持った錫瑪がいた。

「これは、なに？」

　名刺をひらひらさせて錫瑪が言う。

「さっきの人に頂いて……」

「彼女のことは知ってるよ。……で、これを持ってるということは、彼女に連絡をしようと思っていたのかな？」

　ゆっくりと錫瑪が近づいてきた。

「い、いえ、違います。もらっただけで、連絡をしようなんて……」

「昇平が彼女を連れてきたのは、筒井さんに気を使ってだと思ってたけど、まさか別の用件があったとはね。彼女の仕事は知ってるよ。ここから出て行くなら手を貸すとか言われた？」

　ずばり言い当てられて花雪は驚く。どんどん近づいてくる錫瑪にはなんとも言えない迫力があり、悪いことはしていないのに心が冷えた。

「言われましたけど、断りました」

「じゃあ、これは捨てていいよね？」

「えっ」

　さすがに、人からもらったばかりの名刺を捨てるのは抵抗がある。花雪が戸惑いを見せると、錫瑪はくしゃりと名刺を握りつぶした。丸まった紙くずがフローリングの上に落とされる。

「これを捨てたくないってことは、ここから出て行く可能性を考えてるの？　どうして？　家政婦の仕事が嫌になった？」

「いいえ、違います！　もらった名刺を捨てるのは失礼な気がして……」

「彼女もヤクザの一員だよ？　そんなの捨てていいよ」

　錫瑪は足で名刺を踏み潰す。そして、再び花雪に近づいてきた。

「俺、税金とか、開業届とか、色々やってあげたつもりだけど……それじゃ足りなかったかな？　本当は、給料だってもっとあげてもよかったんだ。でも、高額すぎると怪しいだろう？　だから、わざと低くしたんだ。足りないならもっとあげるよ？　四十万？　五十万かな？　いくら欲しい？」

「足りてます、十分です……」

　錫瑪が近づくたび花雪も下がる。しかし。追い詰められて非情にも背中が壁についてしまった。

「錫馬さん、どうして怒ってるんですか……？」

　彼が怒っている理由がわからず、花雪は困惑する。錫瑪は花雪のことを挟むように両手を壁についてから言った。

「勝負に負けたとき、逃げていいって言ったよね？　でも、筒井さんは待っていてくれた。帰ってきたときに筒井さんがいてくれて、俺はすごく嬉しかった」

「は、はい」

「それなのに、昇平に言われたら逃げたくなるって……そんなの、いい気分はしないよ」

「逃げようなんて思ってません」

「君にそのつもりはなくても、あの名刺を捨てないってことは、そういうことなんだよ」

　息がかかるくらい至近距離に彼の顔がある。花雪は怖くて動けない。

　ヤクザとの関わりかたについて、花雪は軽く考えていたようだ。あの名刺にはそれほどの意味があったのだと痛感する。

「筒井さん、もう一度聞くよ。あの名刺、捨てていい？」

「は、はい……」

　肯定以外の選択肢は用意されていなかった。花雪はただ頷く。

　しかし、それで終わりではなかった。錫瑪の追及は止まない。

「じゃあ、これからもずっと、ここで働いてくれる？」

「それは……」

　花雪が言葉を詰まらせると、錫瑪はすっと瞳を細めた。切れ長の一重の眼差しが見つめてくる。花雪はおずおずと答えた。

「あ、あの、錫馬さんに恋人ができたときには、さすがに一緒に住むわけには……」

　決して自分の都合で辞めたいわけではないのだと、花雪はアピールする。

「ふーん、そう。ところで筒井さん、俺のこと好きだよね？」

「ひえっ？」

　唐突な問いかけに、花雪は間抜けな声を上げてしまう。

「昨日、俺が帰ってきたときに泣いたでしょ？　好きでもない男のことを心配して、あんな風に泣くわけないよね」

「……っ」

　自分の気持ちがばればれだったことに、花雪は顔を赤くする。

　すると錫瑪は静かに言った。

「俺は筒井さんが好きだよ」

「えっ」

「一度チャンスをあげたのに、君は逃げなかったんだ。今更、逃げるなんて許さない」

　錫瑪はそう言うと、花雪の首筋に顔を埋めた。彼の唇が肌に触れ、思わず「んっ」と声が漏れてしまう。

「筒井さんと初めて会った日……か弱そうな女の子がヤクザ相手に弁償するって言っててさ。逃げちゃえばいいのにって感心したんだよ。しかも、保険を解約してでもお金を払うとか言ってるし」

　首筋に唇を当てたまま錫瑪は話し続ける。唇と吐息の感触にぞくぞくしながら、花雪は話を聞き続けた。

「あの日、負けそうな予感がしてたって言ったでしょう？　でも、筒井さんに出会ったおかげで負ける前に感じる独特の空気が消えたんだ。一転して勝てそうだって思ったし、運命を感じた」

「そうなんですか……」

「勝負師にしかわからない感覚だから、筒井さんはピンとこないかもしれない。でも、あの日は負け試合になるはずだったのに俺は勝った」

　あのとき勝ったのは花雪のおかげだというのは前にも言われたけれど、そういう実感はない。それでも、この感覚の差が一般人と勝負師の違いなのかもしれないと花雪は思った。

「筒井さんは変な男につきまとわれてる上に、職もないみたいだから、丁度いいと思って家政婦に誘った。昇平が裏を洗ったなら信用できるし、俺としても助かるしね。そしたら、家の中は綺麗になるし、美味しいご飯も食べられるし、筒井さんと一緒に暮らすのは予想していた以上に快適だった」

「……ありがとうございます」

「こんなに快適な暮らしができるなら、多少のお金は盗まれてもいいと思ってたよ。でも、わざとお金を置きっぱなしにしても盗まないから驚いたよ」

「普通は盗みません」

　そういえば、たまにリビングにお金が起きっぱなしだった気がする。もちろん盗んだりしなかったが、それを褒められても嬉しくない。

「そうでもないよ。金に群がる人間は、俺のことを金ヅルとしか見てないからね。平気で盗む」

　錫瑪が断言するので、花雪は言い返せなくなる。こう言うからには、過去にそれなりの経験があるのだろう。

「そんなわけで、俺には信用できる人間が少ないけど、筒井さんのことは信用できそうだと思った。しかも、家の中がとても居心地のいい場所になって……気付いたら、筒井さんのことを好きになってたよ。それに、ヤクザ相手でもちゃんと弁償するって言えるくらいの女性じゃないと、俺は付き合えないだろうしね」

「錫馬さん……」

「俺が一方的に好きなだけで、筒井さんの気持ちはわからなかった。でも、昨日家に帰ってきたとき、出迎えてくれた筒井さんの顔を見たら……俺と同じ思いを抱えているのかもしれないって思ったよ。病院にいた一週間、ずっと会いたかった。そして、離したくないと……君が欲しいと思った」

　錫瑪はそう言うと、首筋から顔を離して花雪の目を覗きこむ。

「ねえ、筒井さんが俺を好きだと感じるのは、うぬぼれかな？　俺の思い違い？」

「い、いえ……。私も錫馬さんのことが好きです」

　花雪は正直に自分の思いを伝えた。すると、錫瑪は嬉しそうではなく、少しだけ複雑そうな表情を浮かべる。

「本当に？」

「はい」

「……俺、一重だから昇平みたいにキリっとした顔立ちじゃないけど、それでも？」

「え」

　花雪は思わず言葉を失ってしまう。

　確かに錫瑪は一重だ。それでも、切れ長の瞳は凜々しいと花雪は思う。

「もしかして、一重なの気にしてるんですか？」

「……それなりに。筒井さんが望むなら整形してもいい」

　いきなり整形の話になるなんて、花雪は思わず苦笑してしまう。

「今のままで格好いいですよ。私は好きです」

「そうか」

　そこでようやく錫瑪が笑う。

「筒井さん……」

　錫瑪は片手で眼鏡を取り、顔を近づけてくる。キスの予感に花雪は瞳を閉じた。

「ん……」

　唇が重なった途端、激しく貪られる。

「……っ、んん！」

　舌で唇をこじ開けられ、口内をかき回された。熱い舌が花雪の柔らかな舌を絡め取り、強く擦られる。激情に駆られるような口づけに一気に体が熱くなった。

「はぁ……っ、んぅ、あぁ……」

　キスしかしていないのに、体から力が抜けて腰がくだけそうになる。ようやく唇が離れたと思ったら、劣情を孕んだ目をした彼が視界に映った。

「君を抱きたい。……いい？」

　はっきりと告げられてどきりとする。花雪とて、熱を帯びた体が彼を求めていた。

「……はい」

　花雪が頷くと、手を引かれて彼の部屋に連れて行かれる。

　錫瑪の部屋を掃除しているけれど、ここでふたりきりになるのは初めてだった。ひとりで使うには大きすぎるベッドに寝かされると、再び唇を奪われる。

　エプロンをつけたまま、ブラウスのボタンが外されていった。キャミソールをたくし上げられ、ブラジャーのホックが外される。

「ま、待ってください。エプロンは外した……っ、んぅ！」

　錫瑪はエプロンの下に手を差しこんできて、花雪の胸に触れた。柔らかなふくらみを優しく揉みしだく。

「あっ……っ、んっ」

　錫瑪の指先は堅くざらついていた。麻雀牌を握るからか、指先の皮が厚くなっているのかもしれない。独特の感触がする指先に触れられると、たちまち先端が硬くなった。

　つんと勃った乳嘴がエプロンに擦れる。

「エプロンを外したいので……」

「いいよ。……二回目からね」

「え」

　二回目ということは、つまり――

「あっ！」

　エプロンが外されることはなかった。エプロンの下の胸を触りながら錫瑪が笑う。

「いつも家事してるときにつけてるエプロンをつけたままなのはエロいね」

「そういう錫瑪さんのほうがえっちです」

「男だから仕方ないよ」

　どうやら、錫瑪は服を脱がしてくれないみたいだ。キャミソールとブラジャーは胸の上までたくし上げられ、ブラウスも前がはだけただけ。せめてスカートはと思うけれど、ホックが外されることはなかった。

　フレアスカートがまくられて白い太股が露わになる。

「あれ？」

　ふと、錫瑪が小首を傾げた。

「おかしいな……」

「どうしたんです？」

「いや……触ってないのに濡れてる」

「……っ！」

　花雪の頬が赤くなる。錫瑪は花雪の足を押さえながら、付け根をじっと眺めていた。

　花雪が穿いていたショーツは水色だ。染みができたら目立つ色でもある。

「やっ……見ないでください」

　花雪が腰をくねらせるけれど、しっかりと足を押さえられているので彼の視線からは逃れられない。切れ長の瞳に見つめられて体がじわじわと熱くなり、触れられてもいないのに蜜が溢れてきてしまう。

　体液のおかげでショーツはぴたりと花雪の肌に張りつき、その形を浮き上がらせていた。

　――秘裂も、ふくらみも、そして花芯も。

「……この眺め、ヤバイね」

「あうっ！」

　ショーツの上から錫瑪がそこに触れてくる。敏感になった花芽を指先で押しつぶされると、びくりと体が跳ねた。

「はぁ……っ、んぅ」

　直接触れられなくて、とてももどかしい。錫瑪の指は薄い布越しに花雪の体をなぞった。秘裂を撫でたあと、指先が布ごと蜜口にねじこまれる。

「やあっ！」

　異物感に花雪は思わず首を振った。錫瑪は第一関節まで挿れると、浅い部分で指を動かす。

「ま、待って……お願いっ、あっ、せめて下着は脱がせて……んぅ！」

　懇願するように彼を見つめる。すると、彼は花雪のショーツに指をかけた。

「じゃあ、腰を浮かせて」

「……っ」

　言われるがままに腰を上げると、下着が引き抜かれる。ねっとりと糸を引いた薄布は、足から引き抜かれた。

「すごい……ここもかわいい」

　錫瑪の顔が近づいてきて、秘処にキスをする。

「はぁん！」

　錫瑪はそのまま蜜口に舌を這わせてきた。濡れそぼったその部分が、さらに唾液で濡れていく。

　秘裂がひくつくと、彼の舌が中に侵入してきた。

「あ……」

　布越しではなく直接感じる舌のざらつきに、花雪の腰が震える。

　錫瑪の舌で、指で、花雪の中がほぐされていく。花雪が身をよじらせるたび、つんと尖った乳嘴がつけたままのエプロンの布で擦れ、それも快楽を与えてきた。

「す、錫馬さん……っ」

　じわじわと愉悦が広がっていくけれど、強い刺激はない。ねだるように秘裂がひくつくと、錫瑪は顔を離した。

「欲しい？」

「……っ、はい」

　花雪が頷くと彼が微笑む。

　錫瑪は立ち上がると、デスクの引き出しからコンビニのビニール袋を持ってきた。その中には長方形の箱状のものが入っている。

「あ……」

　カラフルなその箱は避妊具だ。ビニール袋はくたびれた様子がなく、つい最近買ったもののように思える。

　もしかして、いつか花雪とそうなるかもしれないと思った錫瑪が避妊具を購入していたのだろうか？　そう思うと、恥ずかしいような、嬉しいような複雑な気持ちになり、お腹の奥がきゅんと疼く。

　錫瑪は前をくつろげると、自分のものを取り出した。赤黒いそれは大きく、花雪は目を瞠る。

　薄い膜に覆われていくそれを、じっと眺めていた。麻雀牌を捌く手つきも綺麗だったが、彼の指先はかなり器用なようで、するすると装着していく。

　花雪の視線を感じていたのか、装着が終わった錫瑪がはにかんだように笑った。

「そんなに凝視しないで」

「ご、ごめんなさい」

「でも、あんなにエプロンを脱ぎたがってたのに、そのままで待ってる筒井さん……すごくえっちだね」

「……っ！」

　花雪ははっとする。彼の言う通り、服を脱ぐなら今がチャンスだったのだ。

　しかし、乱れたエプロンもスカートもそのままで、花雪はじっと錫瑪を見ていた。今更脱ぐ猶予は与えてもらえず、錫瑪が花雪の足の間で膝立ちになる。

「挿れるよ？」

「……はい」

　きちんと花雪に確認をしてから、彼は先端を蜜口にあてがってきた。

「うぅ――」

　十分にほぐされていたけれど、太くて硬い錫瑪のものが侵入してくる圧迫感に花雪は思わず呻いてしまった。彼が腰を進めるたびに、隘路が容赦なく押し拡げられていく。

「……ッ、すごい、筒井さんの、絡みついてくる……」

　吐息を零しながら錫瑪が腰を穿つ。最奥まで浸食されると、目の前がちかちかする感じがした。

「はぁ……っ、……花雪……」

「んっ！」

　筒井さんではなく花雪と名前を呼ばれて、思わず胸が熱くなる。きゅっと彼をしめつけてしまうと、錫瑪が眉根を寄せた。

「かわいい……名前呼ばれて感じちゃうんだ。奥のほうが吸い付いてくるよ」

　錫瑪はゆるゆると腰を動かしながらキスをしてくる。

「あっ……」

　硬い熱杭で自分の内側を探られて、花雪はぞくぞくする。奥も、浅い部分も、彼のものが擦りつけられていった。その動きは、花雪の体はどこが感じるのかを探っているかのようだ。

「……っん！」

　ふと、彼の先端がある部分を強く擦ったとき、花雪は声を上げてしまう。

「……ここ？」

　錫瑪はそう言うと、花雪が反応した部分に楔を擦りつけた。

「あっ！　あぁっ、んう……！」

　花雪の反応を見て彼は口角を上げる。

　錫瑪の腰の動きが激しくなると同時に、キスも深くなっていった。体の奥も、口内も、容赦なく彼に暴かれていく。気がつけば口内の感じる部分を探り当てられ、舌で責められた。

「はぁ、……んむぅ、あっ」

「花雪……」

　名前を呼ばれるたびに体が熱くなる。どうしようもない快楽に襲われて、花雪はぎゅっと彼にしがみついた。

「もうイきそう？」

「……っ、ん」

　花雪が頷くと錫瑪が笑う。

「そっか。ここ、こんなにぐちゃぐちゃになってるし、相性いいのかもね。……いいよ、まずは一回イっておこうか？」

　まずは一回という言葉がこれから先の複数回の行為を予想させて、突かれている部分のさらに奥が疼く。

　口内の弱い部分を舌先で突かれながら内側の感じる部分も責められると、花雪は絶頂を迎えてしまった。蜜口が強くしまり、錫瑪のものも花雪の中で果てる。

「――ッ」

　錫瑪は避妊具の根元を押さえながら、ゆっくりと花雪の中から己を引き抜いた。花雪の頬にキスをしてから、避妊具の処理をする。

　そして、再び新しい避妊具の袋を開けた。

「あ……」

　一回で終わらないことはわかっていた。でも、もうゴムをつけるなんて、連続でするつもりなのかと、絶頂の余韻に浸っている花雪は呆けながら錫瑪を見る。

「ん？　つけないほうがよかった？」

　避妊具を装着した彼は、再び花雪に覆い被さってくる。ぐずぐずに蕩けた秘処を、硬い熱杭が押し開いていった。

「あうっ……、ん。違……っ、ん」

　言葉では否定しながらも、体が勝手に反応してしまう。ねだるようにしめつけてしまい、彼が小さく呻いた。

「ンっ。……花雪……本当に、ゴムつけないでしたいの？」

「ち、違う……んうっ」

　花雪は首を振るけれど、媚肉は彼のものに絡みついた。

「ナマでするのを想像して感じちゃうの？　いやらしいね」

　薄い膜越しに熱杭を擦りつけてくる。彼は先ほど探し当てた場所を再び責めてきた。

「ああっ、ん、はぁ……ぁ」

「そういえば、エプロンも服もつけたままだったね？　ごめんね、忘れちゃって。次こそはちゃんと外そうか」

　ぐしゃぐしゃになったエプロンの布をつまみながら錫瑪が言う。次と言うからには、もう一回は最低でもするのだろう。

　錫瑪が腰を穿つたびに淫猥な水音が耳に届く。繋がっている部分はどうしようもないほど濡れそぼり、彼のものを喜んで受け入れていた。

　自然と花雪の腰も動いてしまう。

「ッ！　……花雪の腰、揺れてる」

「だ、だって……」

「……興奮する」

　噛みつくように口づけられ、最奥を強く穿たれる。

　自分の中が彼の形になってしまうのではないかと思うほど、花雪は彼に抱かれ続けた。










５











　花雪と錫瑪は恋人同士になった。

　ふたりの生活は今までと変わらない。それでも、夜は彼と肌を重ねるようになった。花雪の部屋がちゃんとあるのに、錫瑪の部屋に花雪のものが増えていく。

　退職日はどん底だったけれど、最近は充実していて、花雪はすっかり藪月の存在など忘れていた。

　――しかし、物事がそんなに順調にいくはずがない。




　ある日、昇平が夕食を食べにくることになった。ヤクザである彼は怖いけれど、錫瑪の友人でありビジネスパートナーでもあるから、いい関係を築きたいと花雪は思う。

　錫瑪から昇平の好物が和食だと聞き、粉末タイプではなくきちんと素材から出汁をとって食事を用意した。

「旨いじゃねえか。たまに、こーいう気取ってない飯を食いたくなるんだよなぁ……」

　昇平はとても気に入ったらしく、おかわりまでしてくれて花雪は嬉しかった。

　和やかな食事のあと、昇平が話を切り出す。

「錫瑪。大きい勝負が入った」

　昇平の言葉に部屋の空気が変わった。自分は聞かないほうがいいだろうと、気を利かせた花雪が部屋に戻ろうとするが呼び止められる。

「筒井、お前も座って話を聞け。お前にも関係あることだ」

「え？」

　花雪が錫瑪の麻雀に関わったことは、出会った日の勝負だけだ。どういうことかと戸惑いながら錫瑪の横に座ると、彼もまた複雑な表情をしている。

「花雪も関係してるって、どういうこと？」

「そんな焦るなよ。……まずは、駅前のあの土地、俺はずっと欲しいって言ってただろ？」

「ああ、あそこね。いい場所だから、地主が手放すわけないだろう」

「ところが、先方が話に乗ってきた。麻雀勝負で勝てば権利書は俺のものだ」

「は？　売却じゃなくて麻雀勝負？　あの土地を？」

　あの土地がどこのことを言っているのか、花雪にはわからない。ただ、重要な土地を賭けて麻雀勝負が行われることはなんとなくわかった。近年のヤクザの収入源はビジネスだというし、大きな収益をもたらす土地なのだろう。

　それでも花雪が関係しているという意味がわからず、大人しく話を聞いていると、懐かしい響きが耳を打つ。

「あの土地は藪月不動産の土地だ。藪月不動産のこと、筒井はよく知ってるよな？」

「……っ！」

　元職場の名前を出されて花雪は目を瞠る。

「おい、まさか……」

「創業者一族の藪月数男に話をつけた。俺も土地を賭けるが、それに加えて筒井花雪も賭けるなら麻雀勝負に乗ってもいいとさ」

　藪月数男――その名前に花雪は戦慄する。思い出したくもない名前だった。

「馬鹿馬鹿しい。そんな勝負は断る。お前にとっては欲しい土地だろうが、花雪にはなんのメリットもない」

「ところが、そうでもない。……なあ、筒井。お前の伯母ちゃん、体調悪いんだってな？」

「どうしてそれを……！」

　伯母のことを持ち出されて花雪は動揺する。この男はどこまで調べているのだろうか？

「長いこと入院してるんだろ？　お前が勝負の景品になるというなら、その心意気に敬意を払って最高の病院と最高の医者を用意してやる。勝敗に関係なく、だ」

「いいお医者さんを……」

　正直なところ、伯母の病状を花雪は知らない。しかし、なかなか退院できないので厄介な病気だろうとは思っていた。

「お前の伯母ちゃんの病気、結構ヤバいぞ。東京にある有名な病院まで行かないと治らねえけど、あいにくベッドに空きがない。順番待ちが大勢いて数年先まで埋まってる。――でも、俺なら一番前にねじこめるぞ。必要な金も出してやる。錫瑪は金ならいくらでも出せるが、病院にねじこむことはできないだろ？　ところが、俺ならできる」

「……っ」

　錫瑪は言葉を詰まらせた。おそらく、昇平の言う通りなのだろう。

「どうあがいても相手が手放さなかった土地が、ようやく手に入る可能性が出てきた。勝負する権利が手に入るなら、病院の手配だろうが金だろうが俺は喜んで準備してやるさ。この勝負にはそれだけの価値がある」

　腕を組みながら昇平が花雪に顔を向けた。鋭い眼光が花雪に向けられる。

「筒井、どうする？　こんないい条件は他にねえぞ。勝敗に関係なく、お前が勝負にのるだけで伯母ちゃんは助かるんだ」

「わ、私……」

　花雪の指先が震えた。

　確かにこんな好条件はない。伯母の状態はわからないけれど、東京に行かなければ治らないような病気だとしたら、一刻も早く治療を始めたほうがいいに決まっている。

「花雪、落ち着いて。俺が勝てばいいけど、負けたら君はどうなるかわかってる？」

「……っ」

　藪月数男の顔が脳裏をよぎり、花雪は硬直した。

「麻雀の世界に絶対はない。運の要素が絡む以上、相手が初心者だとしても俺が負ける可能性はある。絶対に勝つとは約束できない。伯母さんだって、自分のために君の人生を賭けられるのは望まないと思うよ」

「それは……」

　黙りこんでしまった花雪を見て、昇平がわざとらしく言う。

「ああ、そうそう。言い忘れてたぜ。筒井花雪を賭けるとは言ったが、一生っていう話じゃない。一ヶ月だけ好きにできる権利だ。負けたとしても、たった一ヶ月我慢すれば解放してもらえるぜ？」

「……！」

　花雪は思わず顔を上げた。「たった一ヶ月」という言葉に心の天秤が傾く。

「昇平、お前……っ！」

「錫瑪。まさかお前、他の男の手垢がついたくらいで惚れた女を嫌いになるのか？　そこまでケツの穴が小さい男だったか？」

「そんなことはない！　それでも、これは……」

「じゃあ、負けたとしても一ヶ月後に戻ってきた筒井を愛せるよな？」

「当然だ」

　錫瑪はそう断言した。それを聞いて昇平がにっと笑う。

「だとよ。どうする？」

　昇平は笑顔だが、その目までは笑っていない。鋭い視線を花雪に向けてくる。さらに、一言付け加えた。

「筒井。お前、裏社会の人間と一緒に生きる覚悟を決めたんだよな？」

「……っ！」

　以前、昇平がマンションに来たときのことを思い出した。確かに彼はこう言っていた。

『裏社会の男の側にいるということは、お前自身も危険な目に遭うかもしれないぞ』

『連絡がこなければ、覚悟を決めたとみなすからな？』

　もしかしたら、あのときには既に花雪を景品にする作戦を思い描いていたのかもしれない。

　――彼は、怖い男だ。

　あのとき言われた「覚悟」という言葉が花雪の心に楔となって刺さっている。こうなってしまえばもう、花雪の答えは決まっていた。

「伯母さんを助けてくれるのなら、その話を受けます」

「おっと。医者と病院は最高のものを手配してやる。でも、助けるのは俺じゃなくて医者の領分だ。絶対に助けるとは約束できない」

　安易に「助ける」と答えない昇平を見て、彼は頭がいい男なのだと実感した。しかも交渉上手である。一ヶ月という条件を後出ししてきたからこそ、花雪の心も揺れた。

　うまくのせられているけれど、ここは頷くしかない。狡猾な男だが、絶対に助けると断言しなかったことは誠実に思える。

「わかりました。伯母のこと、宜しくお願いします」

　花雪は頭を下げる。そこでようやく昇平の目が笑った。

「昇平、お前……っ」

　納得がいかないのだろう、錫瑪は声を荒らげる。

「筒井は勝負にのった。お前が嫌だというなら、勝負には他の人間を用意するだけだ。……どうする？」

「他の人間に任せられるか。俺が打つしかないだろう」

「だよな」

　花雪も錫瑪も、彼の掌の上で転がされている。そんなことはわかっているけれど、これは花雪にとっても悪い話ではなかった。

「じゃあ、そういうことで。勝負の日程はあとで連絡するが、一ヶ月後を予定している」

　昇平は立ち上がる。帰るならば玄関で見送るべきかと花雪も立とうとすると、「いらん」と手で制された。そのまま彼はひとりで出て行く。

　鉄のドアが閉まりオートロックの機械音が耳に届くと、錫瑪は溜め息を吐いた。

「俺は強いほうだけど、絶対に勝つとは約束できない」

「……はい」

「でも、花雪が覚悟を決めたなら、俺も覚悟を決める。花雪がこういう決断をしたのは俺と付き合ってるからだし、俺にも責任はある。それに、伯母さんが花雪にとって大切な人なら、俺にとっても大切な人だからね」

「……っ！」

　花雪は絶句する。絶対に怒られると思っていたのに、こんな風に言ってくれるとは予想もしていなかったのだ。

「錫馬さん……」

　彼は苦笑した。

「勝負事なら昇平は約束を違えない。あいつが病院を手配すると言ったんだから、それは信用していいよ」

「はい」

「それと、明日はなにか用事がある？」

「え？　いいえ、特に……」

　花雪の仕事は家事だから、それ以外の予定はほとんどない。首を振ると、錫瑪が静かに口にした。

「じゃあ、病院の手配をしておくよ。早いうちからピルを飲んでおいたほうがいい」

「……っ！　は、はい」

　勝負に負けた場合、一ヶ月もの間花雪は藪月のものになる。そこでなにをされるのかは想像に難くない。

　そして、負けたあとのことまできちんと考えてくれるのだと思うと、彼を好きになってよかったと思った。
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　昇平の言った通り、勝負は一ヶ月後だった。

　花雪の伯母は既に東京の大きな病院に移されている。珍しい症状だから、写真や検査結果を学会に出すかわりに治療費はすべて病院が負担する――という建前を使ったようで、花雪はほっとした。病床の伯母にも、もちろん自分の母親にもヤクザと繋がりがあるとは知られたくない。

　花雪が逃げないように人質をとったのだろうけれど、逃げるつもりがなかった花雪にとって、伯母の早急な転院はありがたかった。伯母が治るように、あとは医者に任せるしかない。

　藪月との勝負の場所は、初めて錫瑪と会った日に花雪が連れて行かれたマンションだった。しかし、あのときのようなギャラリーはいない。麻雀卓の周囲にカメラが複数台設置してある。

　そして、すでに藪月数男も到着していた。彼と会うことになるのはわかっていたけれど、実際に姿を見るだけで足がすくんでしまう。マンションで待っていた彼の姿と官能小説がフラッシュバックして、吐き気がこみ上げてきた。数ヶ月経ったところで、彼への嫌悪感はなくならない。

　藪月は花雪を見つけるなり近寄ってくる。

「やあ、筒井ちゃん。久しぶりだね」

「……っ、お久しぶりです」

　視線をそらしながら花雪が言う。粘つくような視線と興奮気味の鼻息に花雪は怖気立った。

　花雪が硬直してしまうと、ふたりの間に割りこむように錫瑪が立つ。

「彼女は勝負の景品だ。勝負前の接触は控えてくれ」

　藪月のほうが錫瑪より背が高く体格もいい。しかし錫瑪が睨みつけると、迫力に気圧されるように藪月は後ずさった。

　花雪はそれを見て、裏社会に生きている男と普通に生きている男の差を感じる。錫瑪は線が細いけれど、常人にはない雰囲気があった。

　藪月が引き下がると、錫瑪はその奥にいた恰幅のいい男に視線を向ける。

「……おや、骨山ほねやまプロじゃないですか。いいんですか、表のプロがこんな勝負をして」

　骨山プロと呼ばれた男は貫禄があった。彼は煙草をふかしながら答える。

「俺は勝負なんざ知らねえよ。プロの対局を生で見たいと頼まれたから、個人的な実演講習を引き受けただけだ。俺自身はなにも賭けちゃいねえ」

「なるほど、そういう建前ですか。そうですよね、闇賭博なんて知られたら連盟から追放されますからね」

　対局前から勝負が始まっているような気がした。錫瑪はそんなに社交的な男ではないが、骨山を牽制しているように思える。

　骨山という男は錫瑪とは違い、麻雀の連盟に所属している真っ当な雀士のようだ。藪月に裏社会の人間との繋がりがあるとは思えないから、表の人間を手配したのだろう。

　ふと昇平を見ると、彼は藪月と会話をしていた。土地の権利書やら印鑑やら、そういう単語が漏れ聞こえる。

「よし、じゃあ始めるぞ。……おい」

　昇平が促すと、花雪と昇平の取り巻きは別室に移される。移された部屋には椅子と多くのモニターがあり、全体を映すものから、それぞれの手牌が見えるものまで沢山あった。前回のように間近で錫瑪の勝負を見られると思っていた花雪は、少しだけ心細くなる。

「骨山プロの要望です。手のうちを知られたくないからギャラリーは別室に移るように、と。手牌を覗いてサインで知らせるイカサマを懸念しているようです。こういう勝負でイカサマなんてしないんですが、信用されていないようですね」

　昇平の取り巻きの中で一番若い男が、不安そうな花雪に声をかけてくれる。

「そうなんですね。あの人……骨山プロって呼ばれていた人はすごいかたなんですか？」

　麻雀について全く知らない花雪は、何気なく訊ねてみた。

「はい。かなりベテランの雀士で、麻雀大会では数えきれないほど優勝しています。麻雀をやるなら、あの人を知らない人はいません。数少ない、麻雀一本で生活している真っ当な雀士です」

「……っ！」

　それほどまでの人物を藪月が用意していたことに花雪は驚愕する。

「錫瑪先生が骨山プロに絡んでいましたが、ああいう先生は初めて見ました。盤外戦をするタイプじゃありませんから。……そこまでして、今日は勝ちたいんでしょうね」

　そう言われて、先ほどの光景を思い出す。確かに、錫瑪はあんな風に声をかけるような男ではない。少しでも勝利を上げるために、揺さぶりをかけようとしたのだ。

　そして、骨山はそこまでしないと勝てない相手なのかもしれないと思うと、不安がこみ上げてくる。

「麻雀は運が絡む勝負なので実力以外の要素が大きいです。絶対に勝つ勝負も、絶対に負ける勝負も存在しません。ただの実力勝負なら、強い人間を用意すれば勝敗が決まってしまいます。だからこそ、話し合いで解決しない問題は麻雀で白黒はっきりつけるのです。ドンパチなんて今の時代はリスクが大きすぎますからね。だから骨山プロがどれだけ強くても、勝負はどうなるかわかりません」

「はい……」

　花雪はぐっと手を握りしめる。

　部屋の中は防音で声が聞こえないらしく、勝負が始まると麻雀を知らない花雪に取り巻きの男が解説をしてくれた。

　麻雀は四人でやる遊戯なので、錫瑪と骨山だけでなく、昇平と藪月も一緒に卓を囲んでいる。昇平の手つきは慣れているように見えた。その一方で藪月の手つきはおぼつかない。錫瑪は淡々と打ち、骨山は堂々としていた。

　麻雀は四人のプレイヤーそれぞれに点数が与えられており、その持ち点はゲーム中にプレイヤー間を移動する。ポーカーのように役を作るのが目的のようで、最初に役を作った者が勝ちのようだ。その勝負は何回も行われ、最終的に持っていた点数が一番高いプレイヤーが勝利する――というのが、花雪が思っている麻雀のルールだ。

　詳しいルールはわからないけれど、とにかく持ち点が高い者の勝利である。そして、各々の持ち点を表示する機能が自動麻雀卓に備わっているようだが、骨山の席に表示されている点数が一番高かった。おそらく、骨山が優勢なのだろう。

「さすが骨山プロ。勝負所がうまいなあ」

　取り巻きの誰かが言う。

「こりゃ、錫馬先生ヤバいかもな」

「馬鹿、そこにいるだろ」

「あっ」

　取り巻きたちが花雪に向ける目線に哀れみが混じる。部屋の空気は重く、かなり状況は悪いようだ。

　花雪はモニターをじっと見ていた。嫌な汗が背中を流れていく。

　麻雀の牌の種類はよく知らないけれど、丸い模様の牌は筒子と書いてピンズと読む。花雪の名字と縁のある漢字の牌で、錫瑪と出会った日に彼の手牌に沢山のピンズが入っていた。あの日彼が出した大物手も、ピンズがずらりと並んだものだった。

　だから花雪は、麻雀がわからなくてもピンズという牌には思い入れがある。しかし、以前とは違い錫瑪の手元にはそれほどピンズが入ってこないように思えた。

　なんとなく嫌な予感がしてしまう。

　勝負はどんどん進んでいくが、錫瑪は劣勢のようだった。モニターに映る藪月のにやけ顔が状況を物語っている。

「南四局オーラス……つまり、これが最後の勝負になります」

　教えてくれた若い取り巻きの声は低い。花雪は思いきって訊ねてみる。

「あの……どうなっているのかわからないんですけど、ここから勝てますか？」

「正直、難しいと思います。役満という一番点数の高い手で錫瑪先生が上がらない限りは、逆転は無理です」

「……っ！　その役満っていうのは難しいんですか？」

「プロが一晩中打てば一回は出る……というところですね」

「そうですか……」

　ここから錫瑪が勝つ確率はゼロではないらしい。でも、それが困難なことだというのは花雪にも伝わってきた。花雪にできることは、ただ祈るだけだ。

「あ……！」

　最後の勝負では、錫瑪の手牌にピンズが多めに入っているような気がした。ふたりの縁を繋いだ運命の牌である。

「おっ、錫瑪先生いい手じゃないか」

「骨山プロはここにきて悪いな」

　もしかしたら……という雰囲気に、部屋の中が盛り上がる。花雪は手を組みながら戦況を見守った。

　すると、錫瑪の番で彼の手が止まる。

「先生の長考なんて珍しいな」

「これ、そんなに迷うところか？」

　どうやら錫瑪は、手元に入ってきたピンズと真っ白な牌のどちらを捨てるかで悩んでいるようだ。

　錫瑪は験を担ぐ男である。花雪を賭けた勝負で、花雪に関わる牌を捨てることを躊躇っているのかもしれない。

　どうするつもりかと思って見ていると、錫瑪は白いほうの牌を手元に残し、ピンズを捨てた。

「あ……」

　なんとなく自分が手放された気がして、花雪の胸が痛くなる。だが、彼の判断は正しかったようで部屋の中がざわつき始めた。錫瑪の順番になると、先ほど残した白い牌が新しく増え、他にも同じ絵柄が三つ揃っているものがある。

「これは、四暗刻スーアンコウあるか？」

　部屋の中がざわつき始めた。耳慣れないその単語に小首を傾げると、若い取り巻きが教えてくれる。

「四暗刻というのは先ほど言った役満の一種で、役満の中でも出やすいものです。今の先生の手はその四暗刻を狙える……というか、逆転のためには狙うしかないでしょう。骨山プロの手は悪いですね。これは、もしかしたら……」

　もしかしたら勝てるかもしれない。固唾を呑んで戦況を見守ると、取り巻きたちがどんどん盛り上がっていく。

「テンパった！　これは本当にやるかもしれないぞ！」

「四暗刻単騎待ち！　この待ちは熱い！」

　そんな中、ふとなにかに気付いたように若い取り巻きが目を瞠った。

「……この手は」

「どうかしたんですか？」

「錫瑪先生は上がるまであと一歩です。四暗刻という手ですが、あの牌の組み合わせだと別の呼び名もあります」

「別の呼び名？」

　花雪が聞き返すと、彼は教えてくれる。

「風に花に雪に月で、風花雪月です」

「風花雪月……！」

　自分の名前が入ったその名に、花雪は胸が熱くなった。

　やはり、錫瑪は錫瑪だ。ピンズを捨てたときには思い出の牌を捨てたと感じたけれど、彼はこんなときまで験を担いで勝負をしている。

「ロン」

　モニター越しに錫瑪の声が聞こえた。それと同時に、取り巻きたちが拍手をする。

　状況が飲みこめていない花雪は、若い取り巻きに訊ねた。

「あ、あの、これは……！」

「錫瑪先生の勝ちです！　行きましょう」

　取り巻きたちが部屋を出て行くので、花雪もそれに続く。勝負が終わった麻雀卓では、藪月が骨山に怒鳴っていた。

「なにがプロだ！　高い金を払ったのに負けやがって……」

「ああ？　俺は勝負しに来たんじゃねえ。プロの麻雀が見たいっていうから目の前で打ってやったんだ。勝敗の責任は持たねえぞ」

　飄々と骨山が答える。

「第一、こっちはお前みたいなド素人っていうハンデ抱えて打ってたんだ。なにが麻雀が打てるだ。まともに筋も読めねえだろ。大切なモンがかかった勝負なら、人任せじゃなくて自分で勝つくらいの気概を見せろ。だから負けるんだ」

　骨山はそう言って立ち上がる。

「俺の仕事は終わった。厄介事には巻きこまれたくない。先に帰らせてもらおう」

　言外に「俺がいなくなってから話をしてくれ」という意味が含められていた。それがわかっているのか、骨山が出て行くのを待ってから昇平が口を開く。

「さて、約束だ。あの土地をもらうぞ」

「……っ、い、いや、その……。さすがにあの土地は、俺だけの意思でどうにかできるわけでは……」

　先ほどまで元気に怒鳴っていた藪月が急に小声になる。

「ああ？」

　昇平がドスの利いた声を上げた。その迫力に花雪の肩もすくみあがる。

「こっちは土地の上に人間ひとり賭けてるんだ。今更なしにしてくださいなんて通じねえぞ」

「でも、あの土地を手放したとばれたら勘当されてしまう……！　せめて他の土地にしてくれないか？」

「今更馬鹿を言うんじゃねえよ。あの土地を出せないなら、人間を出してもらうぞ。サチコちゃんに頑張ってもらうか」

　サチコちゃんという名前が出た瞬間に藪月の顔が青くなる。そこに追い打ちをかけたのは、やりとりを黙って見守っていた錫瑪だった。

「熟女ＡＶだけじゃ稼げないからね。お店にも出てもらうことになると思うよ」

　その錫瑪の台詞に、サチコちゃんが何者なのか花雪も察する。

「母には手を出さないでください……！」

　震える声で藪月が言った。花雪の想像通り、サチコというのは藪月の母親の名前なのだろう。

「おや？　恋人でもない女に手を出そうと思っていたくせに、自分の母親に手を出されるのは嫌なの？　でも、これは大人の話し合いだ。子供みたいにダダこねれば済む話じゃない」

　冷たい声色で錫瑪が追い打ちをかけると、昇平が最後通牒をつきつける。

「こっちは最大限に譲歩した二択だ。土地と母親、どっち出す？」

「……っ、う……」

　藪月が嗚咽を漏らす。丸まった背中はとても惨めに見えて、花雪は彼に恐怖を感じなくなっていた。

「俺の仕事は終わった。帰ろう、花雪」

「あ……」

　敗者に見せつけるように錫瑪が花雪の肩を抱き寄せる。すすり泣く声を聞きながら、花雪たちはマンションをあとにした。
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　馴染みの運転手に送ってもらい、家についたときはもう深夜だった。

「今日は疲れたでしょ？　先にシャワー浴びて寝ちゃうといいよ」

　そう言われて、花雪は入浴を済ませる。そのあと錫瑪が風呂場に行ったが、花雪はソファに座って彼を待っていた。疲れていたけれど、目が冴えていてすぐには眠れそうにない。

　風呂を上がった錫瑪は、花雪を見て驚いていた。

「あれ？　起きてたの？」

「錫馬さんと話がしたくて」

「……うん、わかった」

　錫瑪は冷蔵庫から缶ビールをふたつ取り出すと、花雪にひとつ差し出してくる。静かな部屋に、缶を開けるプシュッと軽快な音が響いた。

「錫馬さん、ありがとうございます」

　改めて言うと、錫瑪が首を横に振る。

「お礼を言われることなんてないよ。むしろ、俺のせいで巻きこんじゃった感じだし」

「でも、錫馬さんのおかげで助かりました」

　冷たい缶を握りしめたまま、花雪は錫瑪を見つめる。

「怖くなかった？」

「怖かったです。でも、もし負けたとしても耐えられると思ってました。ちゃんと病院に連れて行ってくれて、ピルまで用意してくれて。錫馬さんはちゃんと負けたときのことも考えてくれている、待っていてくれると思ったから……」

「花雪……」

「私、錫馬さんを好きになったことを後悔していません。怖かったし、錫馬さんが裏社会の人だってわかってるけど……それでも、私は錫馬さんの側にいたいです。これからも、一緒にいていいですか？」

　そう伝えると、錫瑪は無言で缶ビールをテーブルに置く。花雪の手からも缶ビールを取り上げてから、強く抱きしめてきた。

「もちろんだよ。むしろ、俺から言いたい。……俺と結婚してくれる？」

「……っ！」

　まさか求婚されるとは思わず、花雪は目を瞠る。

　恋人という関係と、夫婦という関係は違う。夫婦になるというのは、彼とより深い縁で繋がることだ。

　錫瑪はヤクザではないけれど、ヤクザのビジネスパートナーであり裏社会に生きる男だ。

　昇平が前に言っていたけれど、いくら花雪に優しくても、裏社会に生きる時点で錫瑪の倫理観は壊れている。

　今日だって、藪月に母親の話を持ち出したときも涼しい顔をしていた。事前に昇平から藪月の母親の情報を得ていたのかもしれない。母親の貞操を盾に脅すなんて善人にはできない行為だ。彼は間違いなく悪人の部類である。

　それでも――

「はい。恋人ではなく、夫婦として隣にいたいです」

　少し悩んでから、花雪ははっきりと答えた。

「本当にいいの？　俺は裏社会に生きる男だよ？」

「はい。他の人にとっては悪い人でも、私を助けてくれたのは錫馬さんで、私が好きになったのも錫馬さんです。両親と縁を切ることになっても、私はこの思いを捨てられません」

　そう伝えると、錫瑪がおかしそうに笑った。なぜ笑われるのかわからなくて、花雪はぽかんとする。

「俺はヤクザじゃないし、縁を切る必要はないよ。俺がこんな仕事をしていても、俺の親や兄弟は危険な目に遭ってないし、表向きは実業家だからね。実は雀士だなんて言う必要ないでしょう？　親だからって、すべてを正直に伝えるのがいいことだとは思わないよ。俺も自分の親に話してるわけじゃないし、刺青があることすら知らないよ」

「そ、そうなんですか」

「話して楽になるのは自分だけだよ。話さない、心配をかけない孝行もある。花雪だって、藪月につきまとわれてたことを親に言ってないんでしょ？」

「確かに……」

　花雪は納得する。言われてみれば、親だからといってすべてを話す必要はないように思えた。

「花雪さん自身が俺と……裏社会の男と一緒に生きる覚悟があるなら、それだけでいい」

「……はい」

　花雪は頷く。ふと、錫瑪が勝負のときには決して見せなかった、柔らかい笑顔を見せた。切れ長の一重の瞳が花雪を覗きこんでくる。

「ん……」

　錫瑪の顔が近づいてきて唇が重なった。彼の舌が花雪の唇を優しくなぞったあと、唇を割り開いて中に入ってくる。

「……っ、ん！」

　優しかった口づけはだんだん激しいものになっていった。舌の根まで強く吸われ、舌先を擦りつけられる。くちゅくちゅという淫猥な音が耳に届いた。

　気がつけばソファに押し倒され、彼が覆い被さってくる。時折彼の下腹部が花雪の体にあたり、そこが硬くなっていることがわかった。ぐりぐりと押しつけられると、それだけでお腹の奥がきゅんとしてしまう。

「はぁ、ん……」

　服の内側に手を差しこまれる。お風呂上がりで下着をつけていなかったので、彼の手は簡単に胸に届いた。胸の頂を弄びながら、彼の片足が花雪の足の付け根に押し当てられる。

「あっ！」

　花雪の大事な部分が太股で擦られた。薄手のパジャマ姿だったから、太股の硬い筋肉の感触まで伝わってくる。

「ふぅん……っ、はぁ」

　激しいキスを交わしながら胸を弄ばれ、秘処を刺激されて――花雪の体はどんどん官能の波に溺れていった。

　花雪は必死に彼の背中にしがみつく。そして、先ほど彼が下肢を押しつけてきたように、自ら秘処を彼の太股に押しつけた。尖った花芯が布越しに擦れて快楽を生み出す。花雪が嬌声を零すと、錫瑪の口角が上がった。

「えっちだね。腰、動いてる。俺の足で自慰をしてるみたい。俺が触るまで待てなかったの？」

　乳嘴をつまみながら、意地悪そうな声で錫瑪が訊ねてくる。

「だって、久しぶりで……」

　実は藪月との勝負が決まり、ピルの服用を始めてからというもの、ふたりは肌を重ねていなかった。ピルの副作用か、飲んでいる間は体調が優れないことも多く、錫瑪が気遣ってくれたのだ。

　だから、こうして抱き合うのは実に一ヶ月以上ぶりである。

「すぐに欲しいの？」

　そう言いながら、錫瑪は花雪の手を取り、服の上から己の昂ぶりに触れさせた。すでに大きく硬くなっているそれを、花雪は欲しいと答えるように布越しに擦る。

「――ッ、わかった。今、ゴムを取ってくるから」

「待ってください。ピルを飲んでるから……」

　避妊する必要はないと伝えようとすると、彼は眉をひそめる。

「俺はそんなつもりでピルを飲ませていたんじゃないよ。花雪の体質にはあわなかったみたいだし、あの勝負が終わった以上、花雪が必要としていなければ飲まなくていいと思ってる。それに、俺はピルのことを詳しく知らないけど、明日から服用をやめてもちゃんと効果があるの？」

「それは……」

「俺は花雪と結婚するし、子供ができたら嬉しいよ。今すぐ作ってもいいし、花雪と子供を困らせないだけの経済力だってある。でも、妊娠すると女性は色々制限されるだろう？　今までと同じような生活はできないよ。だからこそ、感情に流されないで子供を作る時期を決めよう」

「錫馬さん……」

　こういうときまできちんと自分のことを考えてくれるのだと思うと、花雪は嬉しくなった。そして、そんな彼だからこそ一生一緒にいたいと強く思う。

「じゃあ、いい子に待ってるんだよ」

　錫瑪は花雪の額に軽くキスをして、自室に戻っていく。すぐに戻ってきたけれど、彼は個包装ではなく箱ごと持ってきていた。花雪は思わず目を瞠る。

「は、箱ごと……？」

「久しぶりだからね」

　錫瑪は涼しげに笑ってゴムをつける。花雪の服を脱がせたあと、熱杭を秘処にあてがってきた。

　しかし、それはすぐに入ってこない。焦らすかのように、花雪の秘裂を擦り上げた。ぐちゅぐちゅと淫猥な音が響く。

「……っ、ん！　す、錫瑪さ……んあっ！　どうして……」

「だって、ここ触ってないでしょう？　挿れる前にほぐしておかないと」

　昂ぶりの先端が秘芽をぐりっと押しつぶしたり、花弁をめくったり、少しだけ内側に挿れられたりする。早く繋がりたいのに、花雪はもどかしくなってしまった。

「あぅ、はぁん、……っ、うぅん」

　気持ちいいけれど、奥まで欲しい。物欲しげな眼差しを錫瑪に向けると、一重の瞳が弧を描く。

「――っあぁ！」

　花雪の秘処をいたぶっていたものが、一気に奥まで入ってきた。深い部分を穿たれて、待ちに待った快楽に花雪の肌が粟立つ。

「はぁっ、ん」

「花雪……！」

　花雪の中はもうぐずぐずに蕩けきっていて、そこを硬い熱杭が行き来する。柔らかな媚肉を先端のくびれが容赦なくひっかいて、快楽が生まれた。

　ずんずんと強く突き上げられて、花雪は錫瑪にしがみつく。

「あっ、んっ！　は、激し……っ、んあっ」

「ごめ……ん。優しくしたかったのに、止まらない……」

　荒い吐息混じりにキスをされて、舌で唇をこじ開けられる。彼のもので貫かれながら、口内も激しく蹂躙された。押し寄せてくる悦楽の波に花雪は身もだえ、涙目になる。

「あうっ、ん――！」

　花雪の細い体が激しく揺さぶられる。激しかったけれど、痛くはなかった。――否、むしろ微かな痛みまで気持ちよく感じているのかもしれない。

　薄い膜越しに粘膜が擦れあい、快楽に包まれる。媚肉が誘うように奥へと波打つと、彼のものの質量が増した。

「ひうっ！　ま、また大きく……っ、んうっ」

「……ッ、花雪……っ、俺、もう……」

　ただでさえ激しい抽挿なのに、さらに激しく最奥を穿たれて、狂おしいほどの法悦がせり上がってくる。

「あ……っ」

　頭が真っ白になり花雪は絶頂を迎えた。媚肉が熱杭にぎゅうっと強く絡みつくと、彼の欲望も爆ぜる。

「花雪……ッ」

　切なげに名前を呼ばれて花雪の体が火照った。錫瑪は自信を引き抜くと、使用済みのゴムを処理して新しいものをつける。

「箱ごと持ってきて正解だったね」

　錫瑪はそう言いながら、絶頂の余韻でひくつく秘裂に硬いままの肉棒を挿入してきた。

「あっ、あ……」

　達したばかりでどこもかしこも敏感になっているから、再び隘路を開かれる感触だけで軽く達してしまう。

「え？　今、挿れただけでイった？」

　驚いたように訊ねられて、花雪は頷く。

「……っ、それは反則。かわいすぎる」

　はにかんだように笑って、錫瑪が口づけてくる。それは先ほどとは違う優しいキスだった。口内のすべてを舌先でなぞられ、舌を絡められる。

「んう……」

　彼のものが花雪の中をゆっくりと行き来した。一度出しているというのに、彼のものはさらに硬くなっている気がする。

「このソファは大きいけど、ベッドよりは狭いね」

　錫瑪が己を引き抜いた。彼の言う通り、狭いソファでは動きが制限される。

「ベッドに行きますか？」

「いや……、背もたれに手をついて、お尻をこっちに向けて」

「……っ！　は、はい」

　花雪はソファから降りると、言われるがままの体勢をとった。立ったまま尻を突き出す。つうっと、秘裂から溢れた蜜が内腿を伝っていった。

「いい子だね」

　錫瑪は花雪の腰を掴んで、再び自身を突き挿れてくる。

「あ……っ！」

　立ったままするのは初めてだった。今まで感じたことのない角度で中を穿たれる。最奥を突かれただけで膝が震えた。

「あっ、ああっ！」

　ずんずんと背後から穿たれ、襲いくる快楽に花雪の体に力が入り、爪がソファの背もたれに食いこむ。体が揺さぶられて胸が揺れた。

　ふと、腰を掴んでいた片手が結合部付近に伸びてくる。

「え……？」

　錫瑪は片手で花雪の腰を押さえたまま、もう片手で蜜口の上にある花芯に触れてきた。くりっと指先に押しつぶされると、強すぎる快楽が生じる。

「やっ……待って、駄目っ！　それ、やぁん！」

「駄目じゃないでしょ……ッ、ン。ここ、くりくりするたび、中がきゅっとしまるよ？」

「だって……っ、あぁ……！」

　錫瑪は手の動きを止めてくれない。それどころか、秘芽を強くひっぱりながら奥を穿ってくる。頭がおかしくなりそうなほどの悦楽に抗えず、花雪は達した。

「あ……っ」

　びくびくと体を震わせる。そんな花雪の中を硬い熱杭が激しく蹂躙した。

「はっ、あぁ……！」

　達してもなお、快楽を体に刻みつけられる。

「わ、私……っ、あっ、あ……」

「何度でもイっていいよ？」

　錫瑪の指先が器用に包皮を剥く。無防備になった秘玉を指先ではじかれて、花雪は再び達してしまった。

「あっ……」

　がくがくと体が震え、立っていられなくなる。

「……っと」

　錫瑪は己を引き抜くと、崩れ落ちそうになる花雪を抱え上げた。そしてベッドへと運ぶ。

「ん……っ」

　ちゅっと軽いキスを何回も与えられながら、花雪はベッドに寝かされた。彼のものが入ってくるだけで、また達してしまう。

「ひうっ、あ――」

「イくのが止まらないのかな？　……かわいいね、花雪」

　蕩けそうな顔をしながら錫瑪が笑うと、それだけで達しそうになった。うまく言葉を紡げないから、花雪は一言だけ呟く。

「好き……」

「……ッ！」

　伝えた瞬間に彼は達した。錫瑪は引き抜きながら、花雪の耳元に唇を寄せる。

「俺も愛してるよ」

　花雪が嬉しそうに微笑むと、唇が重ねられた。
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「……ん」

　あれからどれくらい抱き合ったのか、もう覚えていない。夢中で求めあったあとは意識を失うように寝てしまった。花雪が目を覚ますと、外はまだ薄暗く夜明け前のようだ。

　隣では錫瑪が裸で寝ていた。ふと彼が寝返りをうち、背中の刺青が視界に入る。

　花雪は指先でそっと雀をなぞった。これはファッションではなく、彼が裏社会で生きている証しである。

　――彼は悪い男だ。そして、そんな彼に惚れた自分も、もう普通には戻れない。

　それでも花雪は後悔していない。この恋心を捨てるほうが、よほど苦しいだろう。彼が悪人だとしても、花雪を助けてくれたのは錫瑪なのだから。

　花雪は雀にキスをする。

「花雪……？」

　ふと、錫瑪が目を覚ましてしまう。

「……す、すみません！　まだ夜中です、寝ててください」

　咄嗟に謝るが、錫瑪は寝ようとはしない。背中を向けたまま、話しかけてきた。

「刺青を触ってたの？」

「はい」

「どう？　ヤクザ御用達の彫り師だから、かなり上出来でしょ？」

「そうですね。刺青って怖いイメージだったんですけど、錫瑪さんのなら平気です」

　花雪はそっと雀をなぞる。すると、彼が問いかけてきた。

「花雪は、海とか温泉は好き？」

「え……」

　花雪は海も温泉も好きだ。しかし、刺青のある人が行けない場所だというのはわかっている。

「好きですけど、行けなくても平気です」

　そう答えると彼は笑った。

「我慢しなくていいよ。温泉は貸し切ればいいし、海に行きたいなら海外に行けばいい。そうだね、海ならモルディヴに行こうか？」

「……っ！」

　温泉も海も諦めなければいけないと思っていたので、彼の提案に驚く。言われてみれば、海外なら刺青は珍しくはない。温泉だって、貸し切り風呂がある宿は沢山あるだろう。

「花雪」

　錫瑪がくるりと反転して、花雪と向き合う。

「どう？　俺を選んでよかったでしょう？」

　自慢げに言う彼に、花雪は思わず笑ってしまった。

「……はい」

「じゃあ、刺青じゃなくてここにキスしてくれる？」

　そう言って、錫瑪は自分の唇を指先でとんと叩く。

「好きです」

　そう呟いて、花雪は彼にキスをした。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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